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群馬大学大学教育・学生支援機構は平成 18 年度に発足し, 主に大学教育の企画・運営・改善・評価を

担当する大学教育センター, 学生の大学生活・就職活動を支援する学生支援センター, 入学者選抜と学

生募集に係る広報を担当するアドミッションセンター, 学生及び大学教職員の心身の健康保持増進を図

る健康支援総合センター，大学教育全体の改革を推進する教育改革推進室の 4 センター・１室で構成さ

れています。令和 2 年度には, 教育の内部質保証を推進し, 教育内容・教育方法改善・成績評価等の組

織的チェックを強化するために教育アセスメント委員会を設置し, その後, オープンバッジ管理室も

設置いたしました。また令和 5 年度には, 大学教育センター学部教務委員会に属していた外国語教育

部会と国際センターに属していた国際交流委員会に加えて, さらにグローバル人材育成推進委員会をも

統合することによりグローバルイニシアチブセンターを新たに設置する予定です。総合情報メディアセ

ンターも, 学生の修学に必須の組織として本機構と連携して活動しております。これら全ての組織は, 

群馬大学の教育業務を基幹的に担う重要な組織です。 

令和 4 年度は, 今後 6年間に亘って新たに始まる第四期中期目標の最初の年度になると同時に, 機関

毎に実施される機関別認証評価を受審した年度でもありました。以前に構築した大学教育, 人材育成の

充実に向けた教学マネジメント体制に基づいて, 令和 4 年度では大学教育の内部質保証のＰＤＣＡサイ

クルによる自己点検を実施して, 教育改善の取組みを引き続いて実施しました。他方, 大学全体におい

ても, 群馬大学教育学部と宇都宮大学教育学部の両学部の緊密な連携・協力に基づいた共同教育学部を

令和 2 年度に設置し, 続いて令和 3 年度には, これからの社会に欠かせないデータサイエンスを担う人

材育成を目指した文理融合型の情報学部を設置致しました。さらに, 令和 3 年度は文部科学省から認定

を受けた「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(リテラシーレベル)」を, 令和 4 年度以降は

「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(リテラシーレベル)プラス」をそれぞれ実施しています。

これは新入生全員を対象とした必修の教育プログラムです。 

本学の教育・研究の質を更に一層高め, 本学が地域に根ざした知的な創造を通じて世界の最先端へと

チャレンジし, 社会と連携して 21 世紀を切り開いていく大学であることを示す必要があります。その

ため，令和 4 年度における取り組みをここに纏め, その総括と課題の摘出を進めていくために本報告書

を作成することには大きな意義があります。報告書を纏め, 評価と企画の基礎となるデータの系統的整

理を行っていくことは, 教学のＰＤＣＡサイクルを実行していく上でも基本となる作業です。 

 最後になりますが, 本報告書の作成に当たり, 編集にご協力を戴いた教職員の方々, また執筆して戴

いた教職員の方々に深く感謝申し上げます。 
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1 大学教育・学生支援機構の組織 

1.1 大学教育・学生支援機構の組織図 

教育アセスメント委員会

大学教育・学生支援機構
/機構会議

健康支援総合センター/運営委員会

オープンバッジ管理室

学生相談・生活部会

障害学生支援室

学生支援センター/運営委員会

アドミッションセンター/運営会議

教育改革推進室/室会議

科目委員会

外国語教育部会

教養教育部会大学教育センター
/学部教務委員会

/大学院教務委員会

キャリアサポート室

入学試験委員会

高大連携・学生募集広報委員会
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1.2 大学教育・学生支援機構構成員 
   

大学教育・学生支援機構   

 機構長 林  邦彦  
 副機構長 渡辺 秀司  

    

大学教育センター   

 センター長 渡辺 秀司  

 副センター長 尾崎 広明  

 副センター長・教授 飯島 睦美（R5.1～ 副センター長） 
 教授 ネウパネ・プラミラ  

 准教授 コントレラス・ジェフリー  

 准教授 髙波 幸代  

 准教授 フーゲンブーム・レイモンド  

 准教授 ベルジュロン・シルバン  

 講師 磯崎 アンナ  

    

学生支援センター   

 センター長 林  邦彦  

 副センター長・教授 結城 恵  

 副センター長・准教授 五味 洋一  

    

 障害学生支援室   

 室長 五味 洋一  

    

 キャリアサポート室   

 室長 結城 恵  

    

アドミッションセンター   

 センター長 板橋 英之  

 副センター長 杉山 学（～R4.11）  
 副センター長 栗原 淳一（R4.12～）  

 副センター長 富山 慶典  

    

健康支援総合センター   

 センター長 齋藤 繁  

 副センター長・教授 竹内 一夫  

 講師 宮﨑 博子  

    

教育改革推進室   

 室長 林  邦彦  

 副室長 渡辺 秀司  
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 准教授 二宮 祐  

 

委員会等   

    

大学教育・学生支援機構会議  

  委員 林  邦彦 大学教育・学生支援機構長 
  委員 渡辺 秀司 大学教育・学生支援機構副機構長 

  委員 結城 恵 
学生支援センター 

副センター長 

  委員 五味 洋一 
学生支援センター 

副センター長 

  委員 板橋 英之 
アドミッションセンター 

センター長 

  委員 杉山 学 
アドミッションセンター 

副センター長（～R4.11） 

  委員 栗原 淳一 
アドミッションセンター 

副センター長（R4.12～） 

  委員 富山 慶典 
アドミッションセンター 

副センター長 

  委員 齋藤 繁 
健康支援総合センター 

センター長 

  委員 竹内 一夫 
健康支援総合センター 

副センター長 

  委員 二宮 祐 
教育改革推進室 

准教授 
  委員 笠井 好之 学務部長 
    

大学教育センター学部教務委員会  

 委員長 林  邦彦 理事（教育・評価担当）・副学長 
  委員 渡辺 秀司 理工学府 
  委員 飯島 睦美 大学教育・学生支援機構 

  委員 尾崎 広明 理工学府 
  委員 佐野 史 共同教育学部 
  委員 伊藤 賢一 情報学部 
  委員 松﨑 利行 医学系研究科 
  委員 久田 剛志 保健学研究科 
  委員 長尾 辰哉 理工学府 
  委員 笠井 好之 学務部 
  委員 二宮 祐 大学教育・学生支援機構 
    

大学教育センター大学院教務委員会  

 委員長 林  邦彦 理事（教育・評価担当）・副学長 
  委員 渡辺 秀司 理工学府 

  委員 飯島 睦美 大学教育・学生支援機構（R5.1～） 
  委員 小林 英樹 共同教育学部 
  委員 音山 若穂 共同教育学部 
  委員 石川 真一 情報学部 
  委員 鯉淵 典之 医学系研究科 
  委員 筑田 博隆 医学系研究科 
  委員 齋尾 征直 保健学研究科 
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  委員 細井 秀樹 理工学府 
  委員 笠井 好之 学務部 
  委員 浅尾 高行 数理データ科学教育研究センター 
  委員 鳥居 征司 食健康科学教育研究センター 
  委員 二宮 祐 大学教育・学生支援機構 
    

大学教育センター教養教育部会  

 部会長 尾崎 広明 理工学府 
  部会員 飯島 睦美 大学教育・学生支援機構 
  部会員 津久井 貴之 共同教育学部 
  部会員 岩井 淳 情報学部 
  部会員 茂木 精一郎 医学系研究科 
  部会員 小澤 厚志 保健学研究科 
  部会員 天谷 賢児 理工学府 
  部会員 柴田 孝之 保健学研究科 
  部会員 京免 徹 理工学府 
  部会員 柴田 博仁 情報学部 
  部会員 中雄 勇人 共同教育学部 
  部会員 今井 就稔 共同教育学部 
  部会員 後藤 民浩 理工学府 
  部会員 渡辺 秀司 理工学府 
  部会員 大庭 志野 保健学研究科 
  部会員 越智 貴子 国際センター 
  部会員 佐藤 幸市 生体調節研究所 
  部会員 二宮 祐 大学教育・学生支援機構 
    

科目委員会：学びのリテラシー委員会  

 委員長 柴田 孝之 保健学研究科 
  委員 小谷 英生 共同教育学部 
  委員 永野 清仁 情報学部 
  委員 奥津 哲夫 理工学府 
  委員 小林 正行 共同教育学部 
  委員 大塚 岳 情報学部 
  委員 和田 直樹 医学系研究科 
  委員 原野 安土 理工学府 
  委員 大和 啓子 国際センター 
    

科目委員会：総合科目委員会  

 委員長 京免 徹 理工学府 
  委員 金澤 貴之 共同教育学部 
  委員 大野 富彦 情報学部 
  委員 松崎 利行 医学系研究科 
  委員 小山 真司 理工学府 
  委員 金澤 貴之 共同教育学部 
  委員 小竹 裕人 情報学部 
  委員 上宮 英之 保健学研究科 
    

科目委員会：データ・サイエンス委員会  
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 委員長 柴田 博仁 情報学部 
  委員 齋江 貴志 共同教育学部 
  委員 松井 猛 情報学部（～R4.11） 
  委員 齋藤 勇一郎 医学系研究科 
  委員 櫻井 浩 理工学府 
  委員 寺嶋 容明 共同教育学部 
  委員 豊村 暁 保健学研究科 
  委員 金井 昌信 理工学府 
  委員 濵元 信州 総合情報メディアセンター 
  委員 鈴木 裕之 数理データ科学教育研究センター 
    

科目委員会：スポーツ・健康委員会  

 委員長 中雄 勇人 共同教育学部 
  委員 柿本 敏克 情報学部 
  委員 坂本 雅昭 保健学研究科 
  委員 座間 淑夫 理工学府 
  委員 田井 健太郎 共同教育学部 
  委員 木山 慶子 共同教育学部 
    

科目委員会：人文・社会科学委員会  

 委員長 今井 就稔 共同教育学部 
  委員 藤井 正希 情報学部 
  委員 山本 康次郞 医学系研究科 
  委員 佐藤 守彦 理工学府 
  委員 山崎 法子 共同教育学部 
  委員 柿本 敏克 情報学部 
  委員 北村 純 情報学部 
  委員 村田 祥子 保健学研究科 
    

科目委員会：自然科学委員会  

 委員長 後藤 民浩 理工学府 
  委員 大下 達也 共同教育学部 
  委員 石川 真一 情報学部 
  委員 鯉淵 典之 医学系研究科 
  委員 森本 英行 理工学府 
  委員 高江洲 俊光 理工学府 
  委員 岩﨑 博之 共同教育学部 
  委員 西村 尚之 情報学部 
  委員 柳  奈津子 保健学研究科 
  委員 住吉 吉英 理工学府 
    

大学教育センター外国語教育部会  

 部会長 飯島 睦美 大学教育・学生支援機構 
  部会員 尾崎 広明 理工学府 

  副部会長 ベルジュロン・シルバン 大学教育・学生支援機構 
  部会員 髙波 幸代 大学教育・学生支援機構 
  部会員 コントレラス・ジェフリー 大学教育・学生支援機構 
  部会員 フーゲンブーム・レイモンド 大学教育・学生支援機構 
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  部会員 ネウパネ・プラミラ 大学教育・学生支援機構 
  部会員 磯崎 アンナ 大学教育・学生支援機構 
  部会員 カステヤーノ・ワキーン 共同教育学部 
  部会員 末松 美知子 情報学部 
  部会員 村上 正巳 医学系研究科 
  部会員 川島 智幸 保健学研究科 
  部会員 名越 弘文 理工学府 
  部会員 田中 一嘉 共同教育学部 
  部会員 三原 智子 共同教育学部 
  部会員 大和 啓子 国際センター 
  部会員 渡辺 秀司 理工学府 
    

学生支援センター運営委員会  

 委員長 林  邦彦 理事（教育・評価担当）・副学長 
  委員 結城 恵 大学教育・学生支援機構 
  委員 五味 洋一 大学教育・学生支援機構 
  委員 金澤 貴之 共同教育学部 
  委員 山口 陽弘 共同教育学部 
  委員 井門  亮 情報学部 
  委員 和田 直樹 医学系研究科 
  委員 菊地 千一郎 保健学研究科 
  委員 金井 昌信 理工学府  
  委員 市川 寛也 共同教育学部 
  委員 坂本 和靖 情報学部 
  委員 鯉淵 典之 医学系研究科 
  委員 近藤 浩子 保健学研究科 
  委員 笠井 好之 学務部 
  委員 竹内 一夫 大学教育・学生支援機構 
  委員 牧原 功 国際センター 
    

学生支援センター学生相談・生活部会  

 部会長 結城 恵 大学教育・学生支援機構 
  部会員 五味 洋一 大学教育・学生支援機構 
  部会員 金澤 貴之 共同教育学部 
  部会員 山口 陽弘 共同教育学部 
  部会員 井門 亮 情報学部 
  部会員 和田 直樹 医学系研究科 
  部会員 菊地 千一郎 保健学研究科 
  部会員 金井 昌信 理工学府  
  部会員 渡辺 秀司 理工学府 
  部会員 竹内 一夫 大学教育・学生支援機構 
  部会員 牧原 功 国際センター 
  部会員 笠井 好之 学務部 
  部会員 宮﨑 博子 大学教育・学生支援機構 
    

学生支援センターキャリアサポート室  

 室長 結城 恵 大学教育・学生支援機構 
  室員 五味 洋一 大学教育・学生支援機構 
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  室員 市川 寛也 共同教育学部 
  室員 坂本 和靖 情報学部 
  室員 鯉淵 典之 医学系研究科 
  室員 近藤 浩子 保健学研究科 
  室員 金井 昌信 理工学府  
  室員 笠井 好之 学務部 
  室員 牧原 功 国際センター 
    

入学試験委員会   

 委員長 板橋 英之 副学長・理工学府 
  委員 栗原 淳一 共同教育学部 
  委員 濵田 秀行 共同教育学部 
  委員 杉山 学 情報学部 
  委員 浜崎 景 医学系研究科 
  委員 臼田 滋 保健学研究科 
  委員 三輪 空司 理工学府 
  委員 宮本 俊一 アドミッションセンター 
  委員 飯塚 桐子 アドミッションセンター 
  委員 佐々木 斎人 アドミッションセンター 
    

高大連携・学生募集広報委員会  

 委員長 板橋 英之 副学長・理工学府 

  委員 杉山 学 情報学部(～R4.11) 
  委員 栗原 淳一 共同教育学部(～R4.12～) 

  委員 富山 慶典  
  委員 田井 健太郎 共同教育学部 
  委員 小竹 裕人 情報学部 
  委員 岸  美紀子 医学系研究科 
  委員 内田 陽子 保健学研究科 
  委員 天羽 雅昭 理工学府 
  委員 弓仲 康史 理工学府 
  委員 フーゲンブーム・レイモンド 大学教育・学生支援機構 
  委員 宮本 俊一 アドミッションセンター 
  委員 飯塚 桐子 アドミッションセンター 
  委員 佐々木 斎人 アドミッションセンター 
    

健康支援総合センター運営委員会  

 委員長 齋藤 繁 理事（病院担当）・附属病院長 
  委員 竹内 一夫 大学教育・学生支援機構 
  委員 宮﨑 博子 大学教育・学生支援機構 
  委員 山口 陽弘 共同教育学部 
  委員 井門 亮 情報学部 
  委員 和田 直樹 医学系研究科 
  委員 菊地 千一郎 保健学研究科 
  委員 金井 昌信 理工学府 
  委員 長谷川 靖彦 総務部 
  委員 笠井 好之 学務部 
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教育改革推進室   

 室長 林  邦彦 理事（教育・評価担当）・副学長 
 副室長 渡辺 秀司 理工学府 
  室員 二宮 祐 大学教育・学生支援機構 
  室員 上里 京子 共同教育学部 
  室員 杉山 学 情報学部 
  室員 岸  美紀子 医学系研究科 
  室員 坂本 雅昭 保健学研究科 
  室員 越智 貴子 国際センター 
  室員 幾田 英夫 大学教育・学生支援機構 
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1.3 教員による地域貢献事業 

教員名 活動内容 実施日 

飯島 睦美 
群馬県立玉村高校 英語指導支援訪問（オンライ

ン指導含む） 

2022 年 5 月 6 日 

2022 年 6 月 10 日 

2022年 10月20,21日 

2022年 11月17,18日 

2022 年 12 月 1,2 日 

2023 年 1 月 20 日 

2023 年 2 月 17 日 

飯島 睦美 2022 年度群馬大学地域貢献事業セミナー開催 2022 年 5 月 21 日 

飯島 睦美 2022 年度モリサワセミナー講師 2022 年 5 月 28 日 

飯島 睦美 東京都台東区教育研究会講師 2022 年 6 月 8 日 

飯島 睦美 稲城市立稲城第 3 小学校校内研修会講師 2022 年 7 月 6 日 

飯島 睦美 神奈川 LD 協会セミナー講師 2022 年 7 月 29 日 

飯島 睦美 
千葉県我孫子市教育委員会中学校英語科部会研修

会講師 
2022 年 8 月 23 日 

飯島 睦美 山口大学教育学部英語教育研究会講師 2022 年 11 月 12 日 

飯島 睦美 
筑波大学附属桐が丘特別支援学校英語指導支援

（オンライン指導含む） 

2022 年 11 月 25 日 

2022 年 12 月 9 日 

2023 年 3 月 3 日 

飯島 睦美 
埼玉県高等学校英語教育研究会英語劇発表会審査

員 
2022 年 11 月 16 日 

飯島 睦美 
群馬県特別支援教育研究会自閉・情緒障害教育部

会通級研究協議会研修会講師 
2022 年 11 月 21 日 

飯島 睦美 東京都小学校英語教育研究会講師 2022 年 11 月 22 日 

飯島 睦美 高崎市通級教室研修会講師 2023 年 1 月 11 日 

飯島 睦美 
明治学院大学教養教育センター外国語教育 FD 研修

会講師 
2023 年 1 月 30 日 

磯崎 アンナ 
群馬地域に住んでいる人のための洋書を用いたブ

ッククラブ開催 

2022 年 6 月 18 日 

2022 年 9 月 10 日 

2022 年 12 月 11 日 

2023 年 3 月 11 日 

磯崎 アンナ 群馬大学公開講座『英語の本を読もう』開催 2022 年 5 月 7 日 
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竹内 一夫 群馬地方労働審議会・会長代行  

竹内 一夫 群馬県障害者雇用対策プロジェクトチーム・座長  

竹内 一夫 全国大学メンタルヘルス学会・理事  

竹内 一夫 全国大学保健管理協会・評議員  

竹内 一夫 前橋市教育委員会学校問題対策委員  

竹内 一夫 
群馬産業保健総合支援センター・相談員兼評価委

員 
 

竹内 一夫 群馬職域メンタルヘルス交流会・幹事  

竹内 一夫 北関東医学会・評議員  

竹内 一夫 
全国大学保健管理協会関東甲信越地方部会・評議

員 
 

竹内 一夫 群馬テレビ news eye 8 「リーダーズアイ」 2022 年 11 月 23 日 

竹内 一夫 

群馬テレビ「ビジネスジャーナル」コメンテータ

ー 

「ポストコロナへ向けた職場のメンタルヘルス体

制づくり」 

2022 年 9 月 30 日 

二宮  祐 群馬大学公開講座「大学改革と学生文化の変容」 2022 年 8 月 6 日 

結城  恵 

文化庁「生活者としての外国人」のための日本語

教育事業地域日本語教育スタートアッププログラ

ム 地域日本語教育アドバイザー 

 

結城  恵 

【文化庁「生活者としての外国人」のための日本

語教育事業フォローアップ事業】 

「ハタラクラスぐんま」地域日本語教室 教材開

発プロジェクト 

 

結城  恵 

【文化庁「生活者としての外国人」のための日本

語教育事業フォローアップ事業】 

「ハタラクラスぐんま」地域日本語教室フォーラ

ムの開催 

 

結城  恵 
法務省出入国在留管理庁「総合的な支援をコーデ

ィネートする人材の役割等に関する検討会」委員 
 

結城  恵 群馬県「産業振興基本計画推進有識者会議」委員  

結城  恵 群馬県「ぐんま SDGs 推進ネットワーク」委員  
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結城  恵 前橋市アーツ前橋運営評議会委員  

結城  恵 渋川市 総合計画審議会副会長  

結城  恵 
公益財団法人全国市町村研修財団 全国市町村国際

文化研修所(JIAM)教科問題研究会委員 
 

結城  恵 

「グローカル・ハタラクラスぐんま」コンソーシ

アム（文部科学省「留学生就職促進プログラム」）

委員 

 

結城  恵 

留学生就職促進プログラム  GHKG カリキュラム

部会 部会長 GHKG インターンシップ部会委員 

GHKG ビジネス日本語部会委員 

 

結城  恵 

コンソーシアム加盟大学等に在籍する外国人留学

生向け 「ビジネス日本語Ⅰ」「ビジネス日本語

Ⅱ」「ビジネス日本語Ⅲ」の提供 

2022 年 5 月～7月 

結城  恵 

コンソーシアム加盟大学等に在籍する外国人留学

生向け キャリア教育「地域協働のまちづくり」

の提供 

2022 年 5 月～7月 

結城  恵 

コンソーシアム加盟大学等に在籍する外国人留学

生向け キャリア教育「グローカル地域創生と企

業」 の提供 

2022 年 5 月～7月 

結城  恵 

コンソーシアム加盟大学等に在籍する外国人留学

生向けセミナー 

「自己 PR と求める人財像」の企画・実施 

2023 年 1 月 6 日 

結城  恵 

コンソーシアム加盟大学等に在籍する外国人留学

生向けセミナー 

「企業・自治体研究」の企画・実施 

2023 年 1 月 13 日 

結城  恵 

コンソーシアム加盟大学等に在籍する外国人留学

生向けセミナー 

「マッチング」の企画・実施 

2023 年 1 月 20 日 

結城  恵 

コンソーシアム加盟大学等に在籍する外国人留学

生向けセミナー 

「OBOG 訪問」の企画・実施 

2023 年 1 月 27 日 

結城  恵 

コンソーシアム加盟大学等に在籍する外国人留学

生向けセミナー 

「合同企業説明会でつかむ情報・確かめる情報」

の企画・実施 

2023 年 2 月 1 日 

結城  恵 

コンソーシアム加盟大学等に在籍する外国人留学

生向け「ビジネス日本語フォローアップセミナ

ー」 

 

結城  恵 

【文部科学省科学技術振興調整 群馬大学・群馬

県「多文化共生推進士」養成ユニット フォロー・

アップ事業】 

「多文化共生推進士」へのヒアリング調査・フォ

ローアップ研修 

2022 年 12 月～ 

2023 年 2 月 

結城  恵 ぐんまイノベーション会議への登壇 2022 年 6 月 23 日 
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2 大学教育センター 

2.1 教養教育部会 

2.1.1 はじめに 

平成 23 年度に発足した教養教育部会は，教養教育を実施・運営するための調整をはじめとする

実務的側面を担う組織である。部会長，副部会長，大学教育センター副センター長，外国語教育

部会部会長，科目委員会（学びのリテラシー，総合科目，データ・サイエンス，スポーツ・健

康，人文・社会科学，自然科学）の各委員長，国際センター，生体調節研究所，大学教育・学生

支援機構から各１名，および，各学部教務委員（共同教育学部，情報学部，理工学部からは各１

名，医学部からは医学科，保健学科より各１名の計２名）の構成員からなる。令和４年度は 18 名

のメンバーで活動した。 

 

2.1.2 令和４年度活動概要 

教養教育部会は，毎月１回（原則として第３月曜日）に定例部会をオンラインにて開催し，教

養教育実施に関する諸問題について討議した。令和４年度は，４月に第１回の部会を開催し，８

月の休会を除いて，令和５年３月まで計 11 回の定例会議及び１回の臨時会議を実施した。 

 

2.1.3 令和４年度活動内容 

令和４年度教養教育部会の主な業務は下記のとおりであった。  

１）次年度教養教育科目開講コマ数の確認 

２）次年度教養教育実施体制（担当教員などの確定）についての確認 

３）次年度教養教育科目の時間割の確認 

４）次年度教養教育等学年暦の確認 

５）教養教育部会が主として関わる年度計画の確認 

６）非常勤講師の採用及びゲスト講師の委嘱のための審査 

７）ＴＡ及びＳＡの採用に関する確認 

８）教養教育科目の授業にかかわる経費などの確認 

９）授業評価アンケート項目及び授業改善アンケート項目の確認 

10）ベストティーチャー賞候補者選考手順の確認 

11）教養教育履修手引の確認 

12）協定を結ぶ他大学等との単位互換科目の確認 

13) 学生の移動を伴う授業にかかる経費配分の決定 

14）教養教育におけるオンデマンド型授業導入の整理 

15）教養教育科目におけるバイアウト制度を利用した非常勤講師による授業代行の整理 

16）令和３年度教養教育科目成績分布状況の確認 

17) スチューデントアシスタント制度の検討 

18) 令和５年度教養教育科目におけるメディア授業の確認 
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19）障害を有する入学志願者との事前相談に関する報告 

20）交換留学生の教養教育科目履修についての報告 

 

これらの主要業務及びそれに関連する事項について，月別に示すと以下のとおりとなる。 

 

４月 ゲスト講師委嘱についての審査 

 非常勤講師向け案内の作成 

 教養教育科目における成績評価確認申請の取扱いに関する申合せの改正 

５月 ゲスト講師委嘱についての審査 

 教養教育関係予算案の確認 

 「群馬大学教養教育課程における教育内容、方法等に係る自己点検・評価及び改善実施要

項」案の確認 

 令和３年度後期授業評価アンケート結果の報告 

 令和３年度教養教育アンケート結果の報告 

６月 令和４年度前期授業評価アンケート項目の確認 

 令和４年度前期授業改善アンケート項目の確認 

 令和４年度教養教育開講授業科目の変更の確認 

 教養教育におけるオンデマンド型授業導入の整理 

 前期既修得単位認定の報告 

 交換留学生の前期教養教育科目履修についての報告 

 令和４年度文化講演会の実施報告 

７月 令和５年度学部別担当コマ数の確認 

 令和５年度教養教育等学年暦案の確認 

 教養教育科目期末試験実施に関する申合せの改正 

 学生の移動を伴う授業にかかる経費配分の決定 

９月 令和４年度非常勤講師の採用についての審査 

 令和５年度の教養教育実施についての確認 

 学生の移動を伴う授業にかかる経費配分の決定 

 大学教育・学生支援機構報告書（令和３年度版）の確認 

 令和４年度教養教育科目カリキュラムマップの確認 

 ゲスト講師委嘱についての審査 

10 月 ゲスト講師委嘱についての審査 

 教養教育科目におけるバイアウト制度を利用した非常勤講師による授業代行の整理 

 令和４年度前期授業評価アンケート結果の報告 

 令和４年度授業改善アンケート結果の報告 

11 月 ゲスト講師委嘱についての審査 
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 令和５年度非常勤講師の採用についての審査 

 令和４年度後期授業評価アンケート項目の確認 

 令和４年度教養教育アンケート項目の確認 

 スチューデントアシスタント制度の整理 

 令和３年度教養教育科目成績分布状況の確認 

12 月 学長と学生との懇談会実施報告 

 令和５年度教養教育開講科目の確認 

 令和５年度協定を結ぶ他大学等との単位互換科目の確認 

 令和４年度教養教育ベストティーチャー賞候補者選考手順の確認 

 令和５年度教養教育授業案内の確認 

 データサイエンス関連３科目の授業評価アンケート項目の確認 

 後期既修得単位認定の報告 

 令和５年度教養教育授業案内の作成の確認 

 令和５年度データ・サイエンス科目のオンデマンド化の確認 

 レポートの書き方案内動画作成の報告 

 障害を有する入学志願者との事前相談に関する報告 

１月 令和５年度非常勤講師の採用についての審査 

 令和５年度教養教育履修手引の作成の確認 

２月 令和５年度非常勤講師の採用についての審査 

 令和５年度開放専門科目の確認 

 令和５年度ＴＡ・ＳＡ任用計画の確認 

 令和５年度教養教育科目におけるメディア授業の確認 

３月 令和５年度新入生オリエンテーション計画の報告 

 令和５年度教養教育科目の授業実施方針の確認  

 新入生（私費外国人留学生）の未入国による配慮願いの確認 

 その他，具体的な活動の一部を以下に記載する。 

 

１） 教養教育におけるオンデマンド型授業の導入について 

教養教育科目へのオンデマンド型授業の導入を検討した。学生への教育効果，科目の

特性，受講上の利便性を総合的に勘案し，令和５年度からは「データ・サイエンス」

をオンデマンド型で実施することを決定した。 

２） 令和３年度教養教育科目成績分布状況の確認について 

令和３年度教養教育科目成績分布状況について，適正な評価が行われているかどうか

という観点から確認を行った。また，科目区分ごとの成績分布状況について担当教員

へフィードバックを行った。 

３） 教養教育授業評価について 
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全学部必修科目となっている「学びのリテラシー（１）」，「学びのリテラシー（２）」

及び「データ・サイエンス」の授業評価アンケートを，全学部１年生を対象として実

施した。いずれのアンケートにおいても，ほぼ全ての設問において８割～９割が良好

との回答が得られており，講義目的は概ね達成されていると判断された。 

 

2.2 外国語教育部会 

2.2.1 はじめに 

令和２年度から新型コロナウイルス感染拡大の影響により，オンライン（ライブ配信）での授業

実施が基本とされてきたが，令和４年度からは，多くの科目が対面授業での実施となった。そうい

った中，英語および７言語の第２外国語を含む外国語科目では「教室内で学生同士での口頭言語活

動が行われること」による感染拡大が危惧されること，「非常勤講師を含め，大変多くの教員が授業

に関わっているため，２年間のオンライン授業用に策定し，実施してきたシラバスとルーブリック

の再作成に時間を要する」ことから教員および学生双方に動揺をもたらしかねないことを主な理由

として，引き続きオンラインでの授業実施となった。 

担当する教員は，Zoom を使ってのオンライン授業が３年目ということもあり，その機能を駆使し

ての授業実践が可能となってきた。一方，受講する学生の一部からは，他授業と同様に「対面で発

音指導をしてほしい」という意見もアンケートにはあったものの，オンライン上でも改善の余地の

あるものばかりであり，オンラインであることが故の解決できない原因からくる批判的意見ではな

かった。 

非常勤講師を含めた教員全員の尽力と，学生たちの協力により，様々な問題を乗り越えながら，

危惧されたほど学習効果を損なわずに一年間の授業を終えることができた，と評価している。この

３年間の経験と知見は，外国語教育全般にとっても大きな糧となった。 

 

2.2.2 英語習熟度別クラス編成とプレイスメントテスト 

令和２年度は，COVID-19 感染拡大のため，プレイスメントテストは実施せず，センター試験の

結果と推薦入学者については，高校から提出された内申書の英語評価点を，高校の偏差値を考慮し

たうえで算出した傾斜配点をもとに，クラス分けを実施した。令和３年度は，ELPA がオンライン

テスト対応となっていなかったため，急遽 TOEIC オンラインテストをプレイスメントテストとし

て実施した。令和４年度は，ELPA がオンラインテスト対応（ELCA）となったため，２年振りの実施

となった。試験の難易度は，令和２年度までのものと同程度であった。 

これまでの英語習熟度別のクラス編成は，平成 19 年度に行ったアンケート調査の分析結果に基づ

き，平成 20 年度から，希望する学部・ 学科のクラスを対象として正式に実施されることになり，

平成 21 年度より，社会情報学部１年・２年，保健学科看護学専攻１年（保健Ａ・Ｂクラス），工学

部応用化学・生物化学科１年の英語クラスにおいて習熟度別クラス編成が行われた。平成 22 年度

には，翌年度以降，工学部すべての学科に対して実施することが計画され，平成 22 年度末に社会

情報学部及び工学部の全一年次生に対して，プレイスメントテストを実施した。このデータをもと



  

16 
 

大学教育センター 

に，平成 23 年度の４月には両学部の全新入生に対して，習熟度別クラス編成を行った。平成 25 年

度には，医学部（医学科・ 保健学科）の新入生に対して，翌 26 年度には，教育学部の新入生に対

してもプレイスメントテストを実施した。また，平成 28 年度には，平成 29 年度以降に入学した教

育学部２年生についても習熟度別クラス編成の実施が決定された。この結果，平成 30 年度には，

医学部２年生（医学科・保健学科）を除く，すべての教養英語クラスにおいて，習熟度別クラス編

成が実施された。 

令和４年度も，例年同様，１年次生については１クラス 40 名以下の習熟度別クラスを全学部で編

成し，履修者数を１クラス 34 名以下とした。これまで過去４回の結果を「表１ プレイスメント

テスト結果推移」に示す。 

 

2.2.3 英語アチーブメントテスト 

例年，アチーブメントテストは，年度末において１年生，医学部を除く２年生のすべての学生を

対象に実施する。その結果は，後期英語授業の成績に一部算入することとなっている。 

令和４年度は，アチーブメントテストとして，オンラインで受験可能な TOEIC IP オンラインテ

ストを，AI 監督システムを利用して実施した。「表２ TOEIC-IP 結果」は，受験した１年生，２年

生の各学部の結果を示している。 

 

この表から，１年次には TOEIC 結果が大きく向上するが，２年次において入学時のスコアに戻っ

てしまうことがわかる。実は，この傾向は，本学のみならず，日本全国の大学生に見られるもので

ある。TOEIC のスコアが必要となるのは，就職や大学院への進学の際で，学生にとっては２年次な

どはもっとも学習動機が低くなる時期である。「学生の学習意欲，学習動機と的確に合致している

カリキュラムを策定する」ことが，「自律的学習者を育てる」ことにつながる，ということである。

今後，教養教育としての英語科目，高年次教育と連携した英語科目のカリキュラムの在り方をしっ

かりと検討することが求められている。 

 

第二外国語科目群も同様，これまでドイツ語及びフランス語の年度末共通テスト（アチーブメン

トテスト）を実施し，受講学生の学力向上の度合いを客観的に計測してきたが，令和４年度もオン

ライン授業が継続したことにより対面試験の実施が困難だったため，やむを得ず中止した。また，

地域貢献活動の一環として例年行っている，両言語の技能検定試験は，コロナ禍により中絶してい

た本学施設の学外組織への貸し出しが令和４年 10 月から再開されたものの，準備期間が足りなか

ったため，令和３年度に引き続き本学での実施は見送らざるをえなかった。 

 

2.2.4 Can-do Statement の実施 

Can-do Statement（英語学習自己省察ツール）を開発し，令和２年度に試行的に運用した。令和

３年度より全学部に導入し，１年生は，入学時，前期末，後期末の３回，２年生は，前期末と後期

末の２回，教務システム上で実施している。 
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「表３ Can-do Statement」には，その内容を示しているが，この内容については，英語科目全

体で定めた学習目標に従って，作成したものである。よって，単に言語をいかに効果的に習得する

かという観点だけでなく，前半の９項目が「英語学習に対する姿勢，態度」に関する自己評価，後

半の 11 項目が「英語力」に関する自己評価，合計 20 項目から構成されている。 

 

「図１ Can-do Statement 令和３年度、４年度の変化」からもわかるように，本学の学生の傾

向として，前半の９項目「英語学習に対する姿勢，態度」に関する自己評価が高く，後半の 11 項目

「英語力」に対しての自己評価が比較的低く出る。さらに，設問２，３，および 11 が，他の項目に

対して低く自己評価している。これは，「英語だけをつかった活動」「英文読解の速度」への評価で

ある。いずれも，学習が進むにつれて向上していっていることがわかるものの，こういった能力を

強化していくための指導上の対策を検討していくことが必要である。 

 

2.2.5 英語 101・英語 102 

外国語教育部会では，令和２年度から英語教育改善 WG において進めてきた全学の外国語教育改

革に取り組み，令和３年度より，教養英語新カリキュラム（群馬大学教養英語コア・カリキュラム）

を導入した。コア・カリキュラムでは，教養英語科目における共通目標を以下の通り掲げた。 

 

① 英語による主体的・協働的な学びを通して, 文化・社会と自分のつながりを認識し，場

面・状況を考慮したうえで，もっとも適切な形で，自分のアイデンティティを英語で表現

（発信）できる力を養う。 

② 英語による主体的・協働的な学びを通して，身の回りの問題や変化に気付き，それについ

ての考察を深め，解決策を発信する力を養う。 

 

１年生における年次目標を以下の通り定め，この目標を達成するために，PBL を手法とした教材

（Leap to the Future! 1, 2）を，本学内で制作した。 

 

１年次目標 

① 「話す」，「書く」活動を通して，自分自身や身のまわりの文化社会，及び他文化につい

て，自らの考えを効果的に伝える意識を養う。 

② 十分な「読む」，「聴く」活動を通して，多様な文化を理解し，感受する力を磨く。  

③ 他者が使う英語やそれらが反映された文化に触れ，その違いに気付き，自分が使う英語を

含め，多様な英語（文化）を受け入れる態度を身に付ける。 

④ 地域・国内社会及び国際社会における諸問題に関して，英語で物事を批判的かつ論理的に

考える力を養う。 

⑤ 問題解決のために他者と協働し，自らが果たすべき役割を理解することで，率先して課題

に取り組む態度を身に付ける。 
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 Leap to the Future! 1,2 

 

さらに，「表４ 英語 101、102 ルーブリック」に示すような「共通評価基準（ルーブリック）」

を作成し，１年生全学部において，統一カリキュラム・シラバスによる授業での評価の公平性を担

保することとした。 

 

2.2.6 英語 201・英語 202 

２年次では，共通目標を以下の通り定め，それぞれの学部によって作成されたシラバスに従って，

授業が行われた。 

 

２年次目標 

１） 身近な環境，及びより広い国内外における多様性に気付き，そこで起きている出来事に

関して自ら批判的に考え，確固たる意見を持ち，場面・状況に適した方法で発信するこ

とができる。 

２） 他者と協働し，地域・国内社会及び国際社会における問題・課題を発見し，その解決策

を考え，提案することができる。 

 

「表４ 英語 101、102 ルーブリック」には，理工学部の英語 201，202 において，評価の公平

性を保つために作成し，運用したルーブリックを示す。 

 

2.2.7 英語 111・英語 112 

理工学部においては，学生の大学院進学率が高く，その進学の合否判定には TOEIC の得点が利用

されている。また学部・大学院ともに，卒業・修了後ビジネス界に就職する率がもっとも高い学部・

研究科であり，職に就いた後も英語力を要求されることは必至である。そこで外国語教育部会は，

平成 22 年度に群馬大学の学生のおよそ半数を占める工学部（現，理工学部）学生の英語力を増強

するために，大幅な英語カリキュラムの改善を検討した。その結果，平成 23 年度には教育基盤セ

ンター（現，大学教育センター）「外国語教育部会」がこれを実行に移した。おもな変更点は以下の

とおりであるが，平成 24 年度以降もこの方策を継承し，さらに，１クラスの受講者数を削減する
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ために，全体のクラス増を実現した。令和４年度現在，計 20 クラスを開講し，引き続き，１クラス

30 名以下の少人数クラスでの授業を実施している。 

 

１） 週２回（90 分×２回）の英語授業を履修する。 

２） 前期２単位，後期２単位で，１年次に４単位を修得する。 

３） 週２回のうち，１回は文法・読解力の養成，１回はコア・カリキュラムに沿って，全学統

一の４技能育成を目的とした授業とする。 上記に示した，３）文法・読解力養成の授業が

本授業に相当する。 

 

本学における全学の卒業要件となる英語の単位数は４単位であるが，英語力が低く且つ英語に苦

手意識を持つ学習者群については，１年次に４単位を集中的に履修させることが望ましいと考え，

週２回の授業で４単位を取得させるカリキュラムを運用している。  

こうした改変の成果は，新カリキュラム導入から２年後の平成 25 年度末のアチーブメントテス

トの結果に明確に現れた。また，平成 27 年７月の TOEIC-IP テストの結果は前年度比の伸び率が高

く，その原因としては，理工学部における統一カリキュラムの効果に加え，平成 27 年度より，理

工学部の入試に英語試験が導入されたことに起因すると考えられる。さらに，入試科目の英語導入

後においても，TOEIC-IP テスト結果は引き続き伸びている。平成 27 年度以降から令和元年度７月

実施の平均点は，H27(433.25 点)，H28(446.80 点），H29（457.60 点），H30（467.30 点），R1 (462.5)

と着実に継続して伸びている。令和２年度は，新型コロナ感染拡大のため試験そのものの実施を見

送ったが，令和３年度末の TOEIC IP テストでは，オンラインにて実施し，534.1 点という平均ス

コアが出た。オンラインテストは，若干ペーパー版よりも点数が高く出る傾向にあると思われるも

のの，そのことを考慮しても，この高い平均スコアは特筆に値する。 

 

2.2.8 ポートフォリオへの記入 

令和３年度より，英語学習を管理するための英語ポートフォリオを導入した。このポートフォリ

オでは，以下の内容が随時保存されていくこととなり，学生本人や指導教員も学生の学習状況を観

察することが可能となっている。 

 

  TOEIC IP テストの結果 

  プレイスメントテスト結果 

  英語科目のリフレクション内容 

  Can-do Statement の結果 
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このポートフォリオの有効活用により，学生が自己の学習状況をモニターしながら自律的に学習す

るメタ認知力も高めることが期待される。上図には，Can-do Statement の一部の学年経過を示して

いる。このように，学生は自身の自己評価についても，どのように捉えていたかを確認することが

可能となっており，新たな学習目標設定にも有効である。 

 

2.2.9 理工学部推薦入試入学生英語課題テスト 

令和３年度より，理工学部では，推薦入試入学生を対象として，入学前の課題，入学後の課題テ

ストを実施した。 

 

課題は，大学入試対策として頻繁に利用されている英語文法，語法，語彙に関する問題集を課題

として与え，自習をしてもらい，入学後にその習得状況をテストで確認することとした。 

ここ数年，推薦入学者の入学時の英語力推移をみるため，同問題で実施している。「図２ 課題テ

スト結果推移」に示す通り，平均点としては若干下がり気味ではあるが，一般入試を含めたプレイ

スメントテストの結果もここ数年，他学部も含めて低下傾向にある。理工学部は他学部と異なり，

１年生で１単位多く，リーディング力に特化した授業を実施しているので，多読プログラムや e-

learning システムを用いて英語学習をモニタリングしながら，難しさの観察される学生には，適宜

指導をしてもらうように，非常勤，常勤の理工学部担当英語教員には依頼した。 

 

2.2.10 希望者受験用 TOEIC-IP,TOEFL ITP テスト 

TOEIC ならびに TOEFL については，例年，全１年生を対象に全学オリエンテーションで説明を行

っているが，令和２年度からは，対面での説明会が開催できなかったこともあり，資料を配布する

ことで対応をした。 

群馬大学では，平成 15 年度から TOEIC-IP を継続的に実施しており，外国語教育部会が中心とな

って，多くの学生の TOEIC-IP 受験を促している。実施は年２回（７月／１月）で，平成 21 年度か

らは，申し込み手続を群馬大学で直接行うことにより，受験料を低く抑えることが可能になった。 

海外留学を希望する学生にとって TOEFL の成績が要求されることが多いため，群馬大学では，平

成 20 年度から TOEFL-ITP を荒牧キャンパスで年２回（６月もしくは７月と，12 月 もしくは１月）

実施している。令和２年度は，新型コロナウイルス感染拡大の影響により，TOEFL-ITP 試験を中止

とした。令和４年度は，AI 監督をつけての試験として，TOEIC, TOEFL ともに再開した。 

 

2.2.11  ドイツ語技能検定試験・フランス語技能検定試験 

群馬大学では，ドイツ語，フランス語担当教員の協力のもと，地域貢献活動の一環として，本学

学生のみならず周辺地域の受験希望者も受験できるドイツ語技能検定とフランス語技能検定の公

開試験を，荒牧キャンパスで継続的に実施している。令和４年度は 10 月よりコロナ禍で中絶して

いた本学施設の学外組織への貸し出し許可が再び下りるようになったが，準備が間に合わなかった

ため，荒牧キャンパスでの実施は見送らざるを得なかった。その結果，ドイツ語技能検定試験（５
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級～１級）は，ドイツ語専任教員が所属する大学での実施が前提となることから，群馬県内での実

施は前年度に引き続き全面的に中止となり(県内の大学でドイツ語専任教員を置いているのは本学

のみである)，フランス語技能検定試験（５級～準１級）は春季試験，秋季試験ともに群馬県内の別

の会場で実施した。ちなみに，実施日時と受験者数は以下のとおりである。 

 

フランス語技能検定試験 

・実地日時：春季試験：令和４年６月 19 日（5，4，3，準 2，2 級） 

学内外の総申込者数：46 名（複数級併願者含む） 

・実地日時：秋季試験：令和４年 11 月 20 日（日）（5，4，3，準 2，2，準 1 級）  

学内外の総申込者数：71 名（複数級併願者含む） 

 

2.2.12 ドイツ語・フランス語の共通アチーブメントテスト 

現在７言語開講されている外国語教養科目は，特にドイツ語，フランス語，スペイン語，ポルト

ガル語などの印欧語族の言語学習において，高等学校までの英文法の学習を補完し，当該言語のみ

ならず既習の英語の構造をも，より論理的に整理して理解する貴重な機会ともなっている。このこ

とは，英語以外の外国語学習が，英語や母語を含んだ総合的な言語能力を高め，学習者のコミュニ

ケーション能力全体の向上に寄与することにもつながる。したがって教育内容の充実のためには，

学習の達成度を客観的に把握することも重要である。 

外国語教養科目のうち，専任教員が在籍しているドイツ語及びフランス語については，学習の進

捗を測定するために平成 21 年度以来，共通のアチーブメントテストを実施しているが，前年度に

引き続き令和４年度もコロナ禍により対面試験の実施が困難であったため，中止せざるを得なかっ

た。 

なお，平成 21 年度以来 10 年以上にわたって実施されてきた本試験には，ここ数年以下のような

一定の傾向が続いている。 

 

＊ ４単位（120 時間）を履修する学生の平均得点は，ドイツ語ではどの学部でも全国のドイツ語

技能検定３級合格者の最低得点と概ね同等，フランス語ではフランス語技能検定４級合格者

の平均点と概ね同等である。 

＊ ２単位履修者の平均得点は４単位履修者に比べて例年約 20 点低く，高得点者が少ないうえ，

極端に得点が低い者が多い傾向が続いている。 

＊ ３クラスサイズが 30 名を超えると得点が下がりはじめる傾向がある。 

 

教室では，学生の英語以外の外国語に対する興味や学習意欲は十分高いのに，学力・学習能力の

みが年々少しずつ低下してゆく傾向が見られる。英語以外の外国語への興味・意欲を保ちながら，

外国語の学習能力を高める指導の工夫，少人数授業の徹底，およびカリキュラムの拡充が，今後

の課題であろう。また，英語以外の外国語の履修者の方が未履修者よりも，TOEIC などの英語の
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得点がより大きく向上することを示すデータも徐々に集積されつつある。 

 

2.2.13 総括 

新型コロナウイルス感染拡大によって，対面授業でコミュニケーション活動を主として行ってき

た外国語教育は，当初大きな混乱をきたした。しかし，我々は，創意工夫を行う努力と学生の忍耐

力と適応力のおかげで，どうにか教育効果，学習効果を維持することができた，と考えている。今

後，どのような教育環境が日常的になっていくのか，現段階では予想できないものの，この３年間

で学び得た経験，知見は，必ずや今後の教育に生かされていくものであることだけは，明確に言え

る。私たちは，人間の力強さと前進しようとするたくましさを共有できたことを誇りに思い，令和

４年度の報告としたい。
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3 学生支援センター 

学生支援センターは，学生生活及び就職活動に対する支援，修学に係る相談等を行っている。運

営に当たり委員会を置き，各学部等から委員が選出されている。審議内容等は，学生相談，生活支

援及び就職支援等である。当該支援業務の事務は，学生支援課が各学部の学生支援担当係と連携を

図り行っている。令和 4 年度の主な支援等の事項は，次のとおりである。 

 

3.1 入学料免除及び徴収猶予 

入学料について，学部生においては，特別な事情（学資負担者が 1 年以内に死亡又は本人若しく

は学資負担者が風水害等の災害を受けた場合をいう。）により納入が著しく困難な場合について，

また，大学院生，専攻科生においては，経済的理由により納入が困難，かつ，学業優秀と認められ

る場合又は特別な事情により納入が著しく困難な場合について，修学を支援するため，免除及び徴

収猶予を行っている。 

また，東日本大震災により罹災したことに伴う経済的理由により納入が著しく困難な場合につい

て，免除を行っている。 

 

3.1.1 免除申請者数，免除者数 

令和４年度入学料免除申請者数，免除者数は，次のとおりである（詳細は「資料 3.1.1 令和４年度入学料

免除」のとおり）。 

4 月 1 日入学：免除申請者数  203 人，免除者数  184 人 

   10 月 1 日入学：免除申請者数  15 人，免除者数  14 人 

 

3.1.2 徴収猶予申請者数，徴収猶予者数 

令和４年度入学料徴収猶予申請者数，徴収猶予者数は，次のとおりである（詳細は「資料 3.1.2 令和

４年度入学料徴収猶予実施状況」のとおり）。 

   4 月 1 日入学：徴収猶予申請者数  4 人，徴収猶予者数  3 人 

   10 月 1 日入学：徴収猶予申請者数  0 人，徴収猶予者数  0 人 

 

3.2 授業料免除及び徴収猶予 

経済的理由により納入が困難，かつ，学業優秀と認められる学生又は特別な事情（学資負担者が納入

期限の 6 ヶ月以内（入学者については，入学前 1 年以内。）に死亡又は本人若しくは学資負担者が風水

害等の災害を受けた場合をいう。）により納入が著しく困難な場合について，修学を支援するため，授業

料免除及び徴収猶予を行っている。 

また，東日本大震災により罹災したことに伴う経済的理由により納入が著しく困難な場合について，

又は学部生及び大学院に在籍する，成績が特に優秀な学生を対象として，授業料免除を行っている。 

 

3.2.1 免除申請者数，免除者数 
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令和４年度授業料免除申請者数，免除者数は，次のとおりである（詳細は「資料 3.2.1 令和４年度授

業料免除」のとおり）。 

前期：免除申請者数  772 人，免除者数 704 人 

後期：免除申請者数   752 人，免除者数 698 人 

 

3.2.2 徴収猶予申請者数，徴収猶予者数 

令和４年度授業料徴収猶予申請者，徴収猶予者数は，次のとおりである（詳細は「資料 3.2.2 令和４

年度授業料徴収猶予実施状況」のとおり）。 

 前期：徴収猶予申請者数 0 人，徴収猶予者数 0 人 

 後期：徴収猶予申請者数 0 人，徴収猶予者数 0 人 

 

3.3 寄宿料免除 

本学では，学生本人又は学資負担者が風水害等の災害を受け,納入が著しく困難と認められる場合，

寄宿料免除を行っている。 

 

3.3.1 免除申請者数，免除者数 

令和４年度寄宿料免除申請者数，免除者数は，次のとおりである。 

 免除申請者数 0 人，免除者数 0 人 

 

3.4 奨学金 

本学では，日本学生支援機構の奨学金と地方公共団体や民間奨学団体から本学に募集依頼のあった奨

学金を扱っている。これらの奨学金は，いずれも学業・人物ともに優秀であり，かつ健康であって経済

的理由により学資の支弁が困難であると認められた者が対象となる。 

なお，日本学生支援機構の奨学金には，無利子貸与の第一種奨学金と有利子貸与の第二種奨学金と返

還不要の給付奨学金があり，貸与奨学金は，貸与終了後に返還が必要となる。 

 

3.4.1 日本学生支援機構奨学生数（令和４年 10 月 1 日現在） 

令和４年 10 月現在の日本学生支援機構奨学生数は，次のとおりである。 

第一種：学部生 50 人，大学院生 208 人 

第二種：学部生       680 人，大学院生     21 人 

給 付：学部生 450 人，大学院生 0 人 

  （詳細は「資料 3.4.1 日本学生支援機構奨学生数」のとおり：「学部生」には，専攻科生を含む。） 

 

3.5 学生相談体制及び学生相談 

本学は，次のような学生相談体制を設け，学生の個人的な問題や悩みごとについての相談に応じてい

る。 
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3.5.1 学生相談体制 

全学の学生を対象に荒牧キャンパスに学生相談室を，また，理工学部の学生を対象に桐生キャンパス

に学生相談室分室を設けて相談に応じている。 

 

3.5.2 主な相談事項 

主な相談事項は，勉学・進路・就職活動，メンタルヘルス，クラブ・サークル活動，経済的事情・

アルバイト，対人関係についてなどである。 

 

3.5.3 学生相談実態調査アンケートの実施及び活用 

令和４年 12 月現在で在籍している助教以上の専任教員に対して，令和４年１月１日から１２月 31 日

までの間に学生から相談のあった内容や各教員の対応について「学生相談実態調査アンケート」を令和

５年２月に実施した。 

実施方法については，Google フォームを活用し Web 上で回答を入力してもらい，入力されたデータを

用いて報告書にまとめた。 

なお，回収率は５１．３９％であった。 

 

3.6 授業欠席状況調査 

欠席状況調査は，授業への受講状況を通して本学学生の学業意欲を調査し，精神面の障害や不健康状

態にある者を早期に発見して，面談等により本人へ適切な指導を与えることを目的としている。 

 

3.6.1 授業欠席者数及び主な欠席理由 

令和 4 年度後期欠席者数： 

26 名（詳細は「資料 3.6.1 令和４年度学部 1～3 年次生欠席状況調査一覧（後期）」のとおり） 

主な欠席理由： 

早朝に授業があるため寝坊，精神的な悩み，身体的病気怪我，進路の迷い等 

 

3.6.2 実施方法，時期 

１） 実施方法 

・ 実施時期は，5 月（前期）と 11 月（後期）の年 2 回を実施基準月とする。 

・ 調査対象は，卒業研究に着手(研究室に所属)しない学部学生とする。 

・ 調査科目は，各学部が指定した科目とする。 

ただし，1 年次は，学部の依頼により大学教育センターが指定した授業科目とする。 

・ 調査方法は，調査科目について連続 4 回の出欠チェックを行う。 

・ 集計作業は，各学部担当事務（1 年次生は学務部）が行う。 

・ 4 回のチェックのうち 3回以上欠席した者をクラス担任別に集計する。 
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・ クラス担任別集計に基づき面接対象一覧と個人ごとの面接票を作成する。 

・ 面接票には学籍番号，所属，氏名，住所，電話番号等を記載する。 

・ 学部長名（1年次生は学生相談・生活部会長名）で面接対象一覧と面接票を添えて，クラス

担任等に対して欠席者の事情聴取を期限内に終了するよう依頼する。 

２） クラス担任による欠席者の事情聴取 

・ 調査方法は，クラス担任等が対象者を呼び出し，直接面談により欠席理由等を聴取する。 

・ 面談により適切な指導を行い，かつ，精神科医の面談の要否を判断し，その内容を面接票

に記載して，その都度学部長（1 年次生は学務部）に提出する。 

３） 医師による欠席者との面談 

クラス担任等から学部長（1 年次生は学務部）に提出された面接票を，健康支援総合センター

医師が確認し，医師の指導が必要であると判断した欠席者と面談を行い，必要なカウンセリン

グ等を行う。 

 

3.7 障害学生への支援 

障害のある学生がその能力並びに障害の種別及び程度に応じ，充分な教育を受け，学生生活を送る

ことができるよう，大学教育・学生支援機構学生支援センターに，障害学生支援室を設置している。 

 

3.7.1 支援内容 

群馬大学障害学生修学支援実施要項に基づく修学支援の必要な学生には，個別に障害の種別及び程

度に応じた支援内容を明記した「配慮願い」を授業担当教員へ通知している。また，全教員に対して

「障害学生支援での一般的な配慮事項」を配付して周知を図っている。 

聴覚障害学生には，授業ごとに必要に応じて，ＵＤトークやパソコンテイク，手話通訳等の情報保

障を行い，肢体不自由学生には，休憩室の設置，車椅子対応の施設整備，低身長者のための踏み台の

設置，介助者による移動介助などの支援を行い，内部障害学生には，講義中のトイレ退席等の配慮，

また，発達障害学生には，休憩室の設置，学生支援センター専任教員及び健康支援総合センター医師

による面談，履修相談などの支援を行っている。 

 

3.8 学生教育研究災害傷害保険，学研災付帯賠償責任保険 

学生教育研究災害傷害保険は，学生が正課，学校行事，学校施設内外における課外活動，学校施設内，

通学，学校施設等相互間の移動時に係る全ての傷害に対して補償を行う保険である。 

学研災付帯賠償責任保険は，学生が正課，学校行事，インターンシップ，介護等体験活動，教育実習，

ボランティア活動等及びその移動時に，他人にけがを負わせたり，他人の財物を損壊したことにより被

る法律上の損害賠償を補償する保険である。 

本学では，教育研究の円滑な実施のために，入学の際に当該保険に全員が加入することを勧めている。 

 

3.8.1 加入者数 
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令和4年度の学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償責任保険の加入者数は，学部生4,662人・

大学院生 921 人の加入をしている。詳細は，「資料 3.8.1 令和４年度学生教育研究災害傷害保険，学研

災付帯賠償責任保険加入者数」のとおりである。 

 

3.8.2 請求種別保険金請求件数 

令和 4 年度の学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償責任保険の請求種別保険金請求件数は，

総計 26 人の請求を行っている。詳細は，「資料 3.8.2 令和４年度学生教育研究災害傷害保険，学研災付

帯賠償責任保険請求種別保険金請求件数」のとおりである。 

 

3.9 通学証明書，旅客運賃割引証 

通学証明書は，学生が JR，私鉄，バス等の通学定期券を購入する際に必要となる証明書である。学生

旅客運賃割引証は，学生の修学上の経済的負担軽減と学校教育の振興に寄与することを目的としている

制度で，片道乗車区間の距離 100km を超える区間を乗車する際に使用することができる。 

通学証明書の発行業務は,各キャンパス事務担当が行い,学生旅客運賃割引証発行は,証明書自動発行

機で行っている。 

 

3.9.1 発行枚数及び主な発行理由 

令和 4 年度の通学証明書及び学生旅客運賃割引証の発行枚数等は，通学証明書(電車・バス)1,187 枚，

学生旅客運賃割引証 14,149 枚の発行を行っている。詳細は，「資料 3.9.1 令和４年度通学証明書発行枚

数，学生旅客運賃割引証発行枚数及び主な発行理由」のとおりである。 

 

3.10 学生寮 

本学には，前橋地区に養心寮，桐生地区に啓真寮の 2 寮がある。学生寮は，学生が修学にふさわしい

環境において勉学を継続するための住居施設として設けられている。 

 

3.10.1 養心寮入寮者数 

令和 4 年度の養心寮入寮者数（定員は男子 74 人，女子 62 人，合計 136 人，寄宿料月額 4,300 円）は，

延入居者数が 1,437 人で，入居率は 88.1%である。なお，男子部屋数は 77 室であるが，入居不可室が 3

室あるため，74 室を定員とした。 

 

3.10.2 啓真寮入寮者数 

令和 4 年度の啓真寮入寮者数（定員は男子 65 人，女子 24 人，合計 89 人，寄宿料月額【ワンルーム

型 25,000 円，シェア型 15,000 円】）は，延入居者数が 916 人で，入居率は 85.8% である。 

詳細内訳 

ワンルーム型：定員は男子 22 人，女子 10 人，合計 32 人，延入居者数が 370 人で，入居率は 88.1% 

シェア型：定員は男子 34 人，女子 14 人，合計 48 人，延入居者数が 576 人で，入居率は 88.9% 
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3.11 生活支援施設 

本学では，学生生活の利便性を確保し，経済面の支援を図るために荒牧地区，昭和地区及び桐生地区

にそれぞれ食堂・売店等を設けており，群馬大学生活協同組合に委託している。 

食堂では食事及び懇親会等を，売店では，書籍，日用品，旅行斡旋等を市価より安く提供している。 

 

3.11.1 食堂 

事 項 ・ 地 区 荒 牧 地 区 昭 和 地 区 桐 生 地 区 

座席数 447 席 
(ﾎｰﾙ内 405 席,外 42 席) 

286 席 
(ﾎｰﾙ内 264 席,外 22 席) 

558 席 
(ﾎｰﾙ内 438 席,外 20 席, 

桐園 100 席) 

営業時間 11:30～13:30 11:30～13:30 11:30～13:30 

年間営業日数 283 日 294 日 249 日 

年間利用者数 65,775 人 40,074 人 77,576 人 

提供メニュー数 40 以上 20 以上 40 以上 

令和 4 年度は新型コロナの影響で，縮小しての営業となっています。 

 

3.11.2 売店 

事 項 ・ 地 区 荒 牧 地 区 昭 和 地 区 桐 生 地 区 

営業時間 10：00～16:00 10:00～17:00 10：00～16:30 

年間営業日数 294 日 294 日 149 日 

年間利用者数 57,881 人 56,912 人 46,930 人 

令和 4 年度は新型コロナの影響で，縮小しての営業となっています。 

 

3.12 課外活動施設 

本学には，荒牧，昭和，桐生の各キャンパスに各種の課外活動施設があり，体育の授業の他，学生の

利用に供している。その主な施設については，次のような施設仕様，使用等状況である。 

 

3.12.1 体育施設 

荒牧キャンパス 

 陸上競技場 陸上競技場は，400 メートルトラックである。陸上競技部が主とし

て使用している。 

また，トラック内のインフィールドも，やり投げ等の陸上種目の他，

多目的な軽スポーツ実施の場として使用している。 

 サッカー・ラグビー場 サッカー・ラグビー場は，サッカー又はラグビーの公式試合が可能

な面積を持っており，サッカー，ラグビー及びフットサル用のゴー

ルが設置してある。また，夜間照明も設置してあり，サッカー部，

ラグビー部，アメリカンフットボール部，フットサルサークル及び

ラクロス部が主として使用している。 

 テニスコート テニスコートは，硬式専用コート 3 面，軟式専用コート 3面（いず

れもクレーコート），全天候型コート 2 面（オムニコート），両用コ

ート 1 面（クレーコート（ゴルフ練習施設併設））の 9 コートがあ

り，硬式テニス部やソフトテニス部が主として使用している。 

また，オムニコートは夜間照明が設置してあり，人工芝のため雨上

がりにすぐ使えることもあり，利用率が高い。その反面，人工芝の
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消耗も激しく，修繕費がかかるのが難点となっている。 

 野球場 野球場は，天然芝で，夜間照明が設置してある。準硬式野球部，硬

式野球部，軟式野球サークル及び医学部準硬式野球部が主として使

用している。 

 プール プールは，50 メートル 8コースで，6 月から 8 月まで使用している。

水泳部が主として使用している。近年は経年劣化による故障が多発

しているため，継続維持をするための修繕費がかかるのが難点とな

っている。 

 第 1 体育館 第 1 体育館は，主としてバレーボール，バスケットボールなどに使

用し，それぞれ 2 面使用可能である。バレーボール部，バスケット

ボール部が主として使用している。 

大規模な改修を行っていないため，経年劣化による故障による修繕

が増加している。 

 第 2 体育館 第 2 体育館は，主としてバドミントン，卓球，体操競技，ダンスな

どに使用している。 

また，ダンス用の広い面積の鏡や，体操での安全確保用のウレタン

を敷き詰めたピットも設けている。バドミントン部，卓球部，体操

部，ダンス部が主として使用している。 

大規模な改修を行っていないため，経年劣化による故障による修繕

が増加している。 

なお，第 1体育館，第 2 体育館の間にトレーニングルームが併設さ

れている。 

 武道場 武道場は，剣道用の床面が 1 面，柔道用の畳面が 1 面の計 2 面があ

り，各種武道で使用する他，畳面にレスリング用マットを敷き詰め

てレスリングをすることも可能である。剣道部，柔道部，空手道部，

少林寺拳法部が主として使用している。 

 弓道場 弓道場は，平成 22 年度に新営され，公式試合が可能となった。弓道

部が主として使用している。 

 馬場 馬場は，馬術部が使用している。乗馬して練習すると馬場の表面が

荒れるため，馬術部学生が馬場の部室に常駐（授業時間及び深夜を

除く）し，馬の飼育と馬場の管理を行っている。 

なお，飼育している馬は馬術部の所有であり，その餌代は，日本中

央競馬会からの寄付と馬術部の学生が負担している。 

昭和キャンパス 

 体育館 体育館は，バレーボール・バスケットボール・バドミントンなどの

球技で使用するアリーナと，剣道場・柔道場各 1面の武道場があり，

武道場の 2階は卓球場となっている。 

昭和地区では体育の正課授業がないため，学生の課外活動用とし

て，バレーボール部，バスケットボール部，バドミントン部，剣道

部，柔道部，卓球部が主として使用している。 

 弓道場 弓道場は敷地面積が狭隘であるため，荒牧地区と比べると射場の幅

は狭くなっている。弓道部が主として使用している。 

桐生キャンパス 

 菱グラウンド（サッカー・ラ

グビー場，野球場） 

サッカー・ラグビー場は，サッカー及びラグビー用のゴールが設置

してあり，サッカー部，ラグビー部及びフットサルサークルが主と

して使用している。野球場は，天然芝で，硬式野球部が主として使

用している。 

 テニスコート テニスコートは全天候型コート（オムニコート）が 3 面あり，硬式

テニス部，ソフトテニス部が主として使用している。 

また，夜間照明が設置してあり，人工芝のため雨上がりにすぐ使え

ることもあり，利用率が高い。その反面，人工芝の消耗も激しく，

修繕費がかかるのが難点となっている。 

 プール プールは，25 メートル 7コースで，6 月から 8 月まで使用している。



 

30 
 

学生支援センター 

 水泳部が主として使用している。荒牧地区同様に，近年は経年劣化

による故障が多発しているため，継続維持をするための修繕費がか

かるのが難点となっている。 

 体育館 体育館は，1 階には剣道用の床面が 1 面，柔道用の畳面が 1 面の計

2 面があり，各種武道で使用している。剣道部，柔道部，空手道部，

少林寺拳法部，ダンスサークル，八木節同好会が主として使用して

いる。また，トレーニングルームも併設されている。2 階は主とし

て球技用のフロアであり，バスケットボール部，バレーボール部，

卓球部，バドミントン部が主として使用している。 

 弓道場 弓道場は，弓道部が主として使用している。 

 

3.12.2 文化施設 

文化施設等は，次のとおりである（荒牧キャンパスのみ）。 

ミューズホール：大学会館内の多目的ホールで，各種会合，集会等に使用する施設である。 

集会室： 2 室の集会室があり，うち 1 室は和室である。和室は主として茶道部が使用している。 

 

3.12.3 課外活動共用施設 

○荒牧キャンパス 

課外活動共用施設は，南北に 2 棟あり，北棟は主として運動系サークルが，南棟は主として文化

系サークルが共同で利用している施設である。北棟は 1階，2 階ともに 8 部屋の計 16 部屋あり，南

棟は 1 階，2階ともに 6部屋の計 12 部屋がある。 

北棟 1 階に運動講義関係の器具庫があり，その他の部屋は部室として使用している。南棟は音楽

演奏に向く防音の部屋が 1 室，写真部用の暗室，学生が各種印刷に利用する印刷室などがある。ま

た，荒牧祭実行委員会もこの課外活動共用施設を中心に活動している。 

 

○昭和キャンパス 

課外活動施設は体育館と繋がっており，1 階，2 階，3 階に各 6 部屋の計 18 部屋あり，1 階には

音楽演奏に向く防音の部屋が 4 室ある。主に文化系クラブ・サークルが利用している。 

 

 ○桐生キャンパス 

課外活動共用施設は，1 階に 9 部屋，2 階と 3 階に各 6 部屋の計 21 部屋あり，1 階には音楽演奏

に向く防音の部屋が 1室，写真部用の暗室，学生が各種印刷に利用する印刷室などがある。主に文

化系クラブ・サークルの活動場所や運動部の器具庫及び倉庫として利用している。 

 

3.12.4 合宿所 

○荒牧キャンパス 

4 部屋あり，広さは談話室が 12 畳，1・2 号室が計 22 畳，3号室が 14 畳，4 号室が 14 畳である。 

なお，就寝用具などは学生の持ち込みとなっている。 
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○桐生キャンパス 

4 部屋あり，広さは 1 号室が 12 畳，2 号室が 15 畳，3・4 号室が各 6 畳である。 

関東甲信越大学体育大会などの各種競技大会開催間近には，強化合宿で利用率が非常に高くなる。 

なお，就寝用具が部屋に備えられているが，就寝用具不足の場合は，学生の持ち込み対応となっ

ている。合宿所内の共用の調理場や浴室等も利用できる。 

 

3.13 学生団体及び主な活動 

学生団体及び主な活動は，次のとおりである。 

 

3.13.1 学生団体 

令和 4 年度のクラブ・サークルは，「資料 3.13.1 令和４年度 クラブ・サークル一覧」のとおりであ

る。 

本学の運動部で対外試合のある種目では，荒牧キャンパスと桐生キャンパスは「4 年制大学」の出場

枠となり，昭和キャンパスは「6 年制大学」の出場枠となるため，同じスポーツ名ではあっても「荒牧・

桐生」と「昭和」は別団体，というクラブ・サークルが多い。 

 

3.13.2 大学祭 

学生の意識高揚と，広く群馬大学を学外に情報発信することなどを目的とし，大学祭を開催している。

令和 4 年度は，新型コロナウイルス感染対策を最大限考慮し，荒牧祭（荒牧キャンパス）を令和 4 年 11

月 27 日，群桐祭（桐生キャンパス）を令和 4 年 10 月 15 日～16 日に実施した。医学祭（昭和キャンパ

ス）は非開催であった。 

 

3.13.3 関東甲信越大学体育大会 

関東甲信越大学体育大会は，学生スポーツの健全な発達及び普及を図り，併せて相互の親睦に資する

ため関東甲信越地区 13 大学（東京地区大学を除く。）が共同で開催している。 

令和 4 年度は，埼玉大学が主管校として，群馬大学，山梨大学，都留文科大学の 3 大学がそれぞれ以

下の種目を担当して実施された。令和 4 年 8 月 19 日～令和 4 年 8 月 31 日の日程で全 16 種目が開催さ

れ,各大学が担当した競技種目は下記のとおりである。 

埼玉大学担当：陸上競技，ソフトテニス, バスケットボール，剣道，卓球 

群馬大学担当：硬式野球, サッカー, テニス，水泳，体操，柔道 

山梨大学・都留文科大学担当：準硬式野球，弓道，バレーボール，バドミントン，空手道 

群馬大学が好成績（3 位以上）を収めた競技は以下のとおりである。 

 ・優勝：空手道（自由） 

 ・第 3 位：ソフトテニス（男子） ，ラグビー 

 

3.13.4 クラブ・サークルリーダーシップ研修会 
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クラブ・サークルリーダーシップ研修会は，クラブ・サークルの新旧リーダー等を対象に，課外活動

団体の健全な活動及び発展に寄与させることを目的として毎年行っている。 

令和 4 年度は，以下のとおり実施した。 

（研修スタイル）令和 5 年 3 月 24 日 対面研修で開催 

（研修内容《講演》） ① クラブ・サークルリーダーのあるべき姿について 

② 酒・たばこについて 

③ 生活安全について 

④ 救命講習 

 

3.14 学生の就職支援 

荒牧キャンパスに全学生が利用可能な進路指導室としてキャリアサポート室を設置している。学生自

身の適性や志向を見定め，明確な目的意識を持たせ，社会や仕事，働くことの意味や意義を考え学ばせ

る実践的な就業体験や各種の就職ガイダンス・セミナーを開催し，多様化する就職活動に対する支援を

行っている。 

 

3.14.1 進路状況及び主な就職先 

令和 4 年度の学生の進路状況等は，「資料 3.14.1 令和４年度学部卒業生の進路状況及び主な就職先」

のとおりである。 

 

3.14.2 全学就職ガイダンス・セミナーの開催 

本学で実施した就職ガイダンス等は，次のとおりである。 

1）就職ガイダンス 

 基本講座 全 3 回 参加延人数   332 人 

 実践講座 全 7 回 参加延人数   612 人 

 特別講座 全 4 回 参加延人数    72 人 

  2）公務員講座 

全 3 回，参加延人数： 255 人 

 3）各種試験対策講座 

全 2 回，参加延人数： 227 人 

  4）インターンシップ関係説明会及び体験報告会 

全 4 回，参加延人数： 954 人 

5）合同企業説明会・公務員等業務概要説明会 

全 2 回，参加延人数：  88 人 

 6）医学部生向け講座 

     全 4 回，参加延人数： 318 人 

 

3.14.3 キャリアカウンセリングの充実 

学生の就職相談体制の強化として，前橋地区，昭和地区及び桐生地区にキャリアカウンセラーを配置
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し，原則、対面(オンライン希望者には Zoom)によるカウンセリングを実施した。 

1）利用延人数： 591 人 

2）主な相談・指導内容 

・就職活動の進め方・職業適性・自己分析の相談 

・エントリーシート，履歴書の添削 

・面接試験の指導助言 

 

3.14.4 キャリアサポート室における情報収集環境の充実 

1）学生用に就職情報検索等のためのパソコン・プリンターを設置 

2）各種企業情報データを集約して教務システムに公表 

3）各種求人・会社説明会・インターシップ・公務員試験案内等の設置と配付 

4）先輩の就職活動報告書の公開 

5）就職関連書籍・ＤＶＤ，ガイダンス動画の貸出 

6）就職ガイダンス開催・各種企業説明会，セミナー等の案内やカウンセリングの予約状況等につい

て，ツイッター，Ｇメールによる情報発信 

 

3.14.5 就職支援の体制強化の充実 

１） 国公私立大学が参加する就職指導担当者研修会や全国就職指導ガイダンスにおいて意見交換を図

るとともに企業の人事担当者等による専門的助言や情報の収集により就職支援体制を強化した。 

２） 体験型インターンシップを推進するため，実習先企業を継続的に確保し，また受入企業の新規開

拓を図った。 

・事前説明会参加者： 599 人 

・実習事前講座参加者： 349 人 

・実習参加者： 298 人 

・インターンシップ終了後の体験報告会参加者： 87 人 

３） 就職活動に特化した情報を学生に提供できる様、情報サイト導入の検討・環境整備を図った。 

 

3.15 キャンパスニュース群の発行 

「キャンパスニュース群」は，主に各キャンパスの学生活動情報をウェブサイトに掲載し発信してい

る。主な掲載内容は，各地区学園祭及びフットサル大会レポート，クラブ・サークル活動紹介等である。 

 

3.16 事件・事故 

本学学生が関係した事件・事故の件数は，次のとおりである。 

・交通事故及び接触事故：22 件（学内 18 件，学外 4 件） 

・盗難：0 件 

・その他犯罪被害等：0件 
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4 アドミッションセンター 

アドミッションセンターは，学生受入センターを改組し，令和４（2022）年４月に発足した。センタ

ーにはセンター長（副学長）と副センター長（兼任），兼任教員（各学部の入試又は学生募集広報担当委

員会の委員）が在籍する組織である。センターの運営については，アドミッションセンター運営会議が

設置されている。そして，下部組織として「入学試験委員会」と「高大連携・学生募集広報委員会」を

組織し，各学部等から委員が選出されている。審議内容は，「入学試験委員会」が入学試験実施に関する

基本方針に関すること等（これらを以下，「入試関係業務」という）であり，「高大連携・学生募集広報

委員会」が高大連携活動及び学生募集広報活動に関すること（これらを以下，「高大連携・広報関係業務」

という）である。 

令和４（2022）年度に関しても令和３（2021）年度に引き続き，入試及び高大連携・広報関係業務等

の実施事項は，新型コロナウイルス感染症（COVID-19）拡大防止のため様々な点で活動が制限され，通

常とは異なる結果となった。 

 

4.1 機動的で一体化した本格的な学生受入のための組織体制の整備 

今後も継続される大学入試改革，高大連携活動の活発化，そして，18 歳人口の減少を踏まえ，本学の

学生受入のための入試関係業務と高大連携・広報関係業務の実施体制をさらに発展させる必要があるこ

とから，機動的で一体化した本格的な学生受入のための組織であるアドミッションセンターを令和４

（2022）年４月に設置し，専任のアドミッション・コーディネータを３名配置した。 

入試関係業務は，全学の入学試験委員会と連携を図るほか，学務部学生受入課が各学部の入試担当係

と連携を図り，令和４年度も従来通り業務を遂行した。 

高大連携・広報関係業務は，昨年度までは「群馬大学広報本部」の下部組織である「学生受入部門」

において企画・立案を行い，学生受入センター運営委員会の下部組織である「広報部会」で具体的な実

施方法を練り，実行するという 2 体制であったが，前述したアドミッションセンターの設置に伴い，「高

大連携・学生募集広報委員会」に企画・立案・実行の機能を集約し，広報本部とも連携して業務を遂行

した。 

 

4.2 大学入学共通テストへの対応と新型コロナウイルス感染症に対する入試対応 

大学入試センターが令和 3（2021）年度から実施を開始した「大学入学共通テスト」において，新型

コロナウイルス感染症に対する入試対応のため，昨年度に準じて実施日程が，本試験：令和５（2023）

年１月 14～15 日，追試験（各都道府県で試験会場設置）：１月 28～29 日という日程となった。本年度，

本学は本入試である 1月 14～15 日の実施を担当した。 

新型コロナウイルス感染症に対する入試対応のため，令和 5（2023）年１月 16 日付で本学ウェブサイ

トにて，「2023（令和５）年度一般選抜追試験実施要項」を掲載し，周知した。 

 

4.3 入学者の選抜方法改善と追跡調査 

前年度入試の実施状況等については，例年同様，受験産業による報告会を学内で複数回実施して本学
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を含めた大学入試の最新動向の把握を行った。 

これら複数回の場で得た情報，受験産業から個別に提供された情報，そして本学で実施した各種アン

ケートや入学後の成績等の追跡調査結果を基に，各学部において「入学者選抜方法研究報告書」を作成

し，次年度以降の入試改革に役立てることとした。 

なお，令和４年度は，共同教育学部音楽専攻の一般選抜（前期日程）及び私費外国人留学生選抜にお

いて，実技科目の重要性を鑑み，配点を 260 点から 300 点に変更した。 

 

4.4 オープンキャンパス等 

毎年本学では，教育研究及び学園生活の現状を，具体的に分かりやすく伝える場として，また，受験

生の進路決定に資することを目的として，全学のオープンキャンパス「群馬大学オープンキャンパス『GU’

DAY20xx』」と各学部学科等が開催する「学部別オープンキャンパス」を実施していた。 

しかし，今年度も新型コロナウイルス感染症のため，全学と各学部を一本化し，全てのプログラムが

Web 上で完結する形式の「群馬大学 Web オープンキャンパス『GU’DAY2022』」と各学部の来場型イベント

の実施を，高大連携・学生募集広報委員会で決定し，昨年度と同時期の 7 月下旬から 8 月上旬の 2 週間

実施した。 

この Web オープンキャンパスに対して，群馬，茨城，栃木，静岡，埼玉，千葉，神奈川，東京，新潟，

長野の全高校（約 1,500 校）へ周知文書とチラシを送付し，加えて，前年度の群馬大学オープンキャン

パス申込者へのメール配信，そして，本学ウェブサイトや SNS 等でも積極的に告知した。その結果，オ

ンラインでの高校生及び保護者等による延べ 4,907 名の登録参加者があった。 

 

4.4.1 群馬大学 Web オープンキャンパス「GU’DAY2022」【Web 配信】 

新型コロナウイルス感染症のため，今年度も前年度と同様，全学と各学部を一本化し，Web 配信によ

る形式の「群馬大学 Web オープンキャンパス『GU’DAY2022』」を，７月 20 日（水）から８月２日（火）

の 14 日間開催した。例年同様に，総務課広報係と連携した事前の PR 活動等の効果もあり，計 14 日間

の Web 配信で 4,907 名の高校生と保護者のオンライン登録参加者があった。 

イベント内容についても，平成 29（2017）年度から発足した「群馬大学学生広報大使」の発案による

企画を引き続き実施した。特に今回も Web 配信ということで，「学生広報大使トークライブ」を計画し

て実施し，多くのオンライン参加者から好評を得た。また，zoom 授業体験を学部イベントとして，全学

部対象に実施した。今回も Web オープンキャンパスの実施に対して，オンライン参加者へのアンケート

結果から高評価を得た。 

 

4.4.2 学部別オープンキャンパス 

前記したように，各学部学科等が開催する今年度の「学部別オープンキャンパス」は，新型コロナウ

イルス感染症のため「群馬大学 Web オープンキャンパス『GU’DAY2022』」へ一本化したため，今年度も中

止となった。 
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4.4.3 学生広報大使トークライブ（第二弾「受験生応援編」） 

Web 配信による「群馬大学 Web オープンキャンパス『GU’DAY2022』」の実施の際，「学生広報大使トー

クライブ」が，今年度も大変好評であった。この「学生広報大使トークライブ」は昨年度と同様，YouTube

でライブ配信し，チャット機能により寄せられた高校生からの質問にリアルタイムで回答するという，

大学のオープンキャンパス企画としては目新しく充実した対応であったため，オンライン参加者のアン

ケートにおいて満足度の高い企画となった。 

この結果を受け第二弾として今年度も昨年度と同様，受験シーズンを迎える直前の時期（10 月 10 日），

各学部学科等の在学生に受験の体験記を中心に語ってもらうことで，特に高３生の受験に向けた不安を

解消し，本学への志願に結び付けてもらうことを目的として「学生広報大使トークライブ（第二弾「受

験生応援編」）」を開催した。その結果，248 名の高校生等のオンライン登録参加があった。 

 

4.5 高大連携活動 

アドミッションセンターの新たな業務として「高大連携活動の企画，立案及び実施」が加わった。令

和４（2022）年９月開催の高大連携・学生募集広報委員会において，高大連携に対する基本的な考え方

と対応について審議し，大学教員へのインタビューや大学生の高校への派遣に関して，実施手順等を決

定した。高大連携に絡んだ高校からの要望はこれからバリエーションが増えることが予想され，今後新

しい業務が発生していくことも考えられるため，必要に応じて対応方法を適宜更新していくこととした。 

 

4.6 学生募集に係わるその他の広報活動 

アドミッションセンターでは，改組後も引き続き，学生募集に係わる様々な広報活動を行っているが，

令和４（2022）年度も令和３（2021）年度と同様，新型コロナウイルス感染症への対応のため様々な点

で影響があった。その主な学生募集に係わる広報活動の事項とその状況は，次のとおりである。 

 

4.6.1 高等学校等の教員を対象とした説明会 

本学の主催で，高等学校等の進路指導担当等の教員を対象とした「高等学校等の教員を対象とした入

学試験に関する大学説明会」を，例年６月下旬に開催している。これは以前，高等学校等の「進路面談

（７月中旬頃）の前に，説明会を行って欲しい」旨の意見を進路指導担当等の教員から受け，平成 28

（2016）年から開催日時を従来の７月下旬より前倒しして行っている。 

今年度はオンラインにて従来通りの６月 24 日（金）に「高校教員向けオンライン入試説明会」とし

て本学主催で開催した。この説明会には，過去３年間の入試において志願者のあった約 1,200 校へ案内

通知し，79 校の高校教員の参加があった。そして「高校教員向け入試資料」を７月７日から本学ウェブ

サイトで公開した旨の案内を同様の約 1,200 校へ通知した。 

本学主催ではないが，高校教員向け入試説明会として次の３件へアドミッションセンターとして参加

し，説明を行った。（１）５月 29 日（日）に「大学入試改革シンポジウム in 富山」として富山県内高校

の教員対象に参加１校，（２）８月１6 日（火）に「東京・多摩地区高校向けオンライン入試説明会」と

して都立高校の教員対象に参加 39 校，（３）12 月 23 日（金）に「静岡向けオンライン入試説明会」と

して静岡県の高校教員対象に参加 20 校。 
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4.6.2 群馬県高等学校長協会との意見交換会 

平成 30（2018）年に群馬県高等学校長協会からの要請を受け，平成 30（2018）年度は７月と 11 月の

２回，令和元（2019）年度は７月の１回，令和２（2020）年度及び令和３（2021）年度は新型コロナウ

イルス感染症の拡大のため，日程調整が付かず開催できなかったが，令和４（2022）年度は７月と 10 月

の２回，群馬県高等学校長協会出席者と本学関係者での意見交換会を実施した。令和５（2023）年度及

び令和６（2024）年度の入学者選抜方法，新課程に対応した令和７（2025）年度入学者選抜の実施教科・

科目等及び高大連携について意見交換を行った。 

 

4.6.3 大学説明会・進学相談会・オンライン個別進学相談会 

今年度も昨年度と同様，新型コロナウイルス感染症の影響があったが，県内・近県等を中心に，高校

や受験産業からの要請を受けて，オンラインを含め延べ 125 回，大学説明会・進学相談会等の対応を行

い，高校生及び保護者等に群馬大学の PR を行った。 

昨年同様，本学主催で高校生を対象とした「オンライン個別進学相談会」を 10 月 24 日（月）から 10

月 28 日（金）の５日間開催し，関東・北陸・中部・東海地方を中心に計 46 名の参加があった。オンラ

イン参加者の多くから満足した相談が行えた旨の評価を受けることができた。なお，参加者の本学への

志願率（2023 年度入試）は 92％を記録し，受験生のニーズを捉えていることが示された。 

 

4.6.4 夢ナビライブ 

新型コロナウイルス感染症のため今年度は，株式会社フロムページが主催する高校生向け進学イベン

ト「夢ナビライブ」は，オンラインとオンデマンド配信が混合した形での開催となった。本学は７月９

日と 10 日の両日開催の「夢ナビライブ 2022Web in Summer」と，10 月 15 日と 16 日の両日開催の「夢

ナビライブ 2022Web in Autumn」において，学部教員による，夢ナビ講義 Video，講義ライブ質問対応・

研究室訪問，そして，学生広報大使によるオンラインセミナー（トークライブ）を行った。計５名の教

員による講義等（参加者計 510 名）と，延べ１0 名の学生広報大使によるオンラインセミナー（参加者

計 234 名）を行った。 

 

4.6.5 出張模擬授業 

今年度も昨年度と同様，新型コロナウイルス感染症の影響があったが，高校からの依頼により，オン

ラインを含め延べ 49 校の高校生に対して，各学部学科等による出張模擬授業を実施した。なお，今年

度後半からアドミッションセンターの構成員と本学名誉教授による出張模擬授業をスタートさせた。 

 

4.6.6 高校訪問 

今年度も昨年度と同様，新型コロナウイルスの影響があったが，アドミッションセンターの教職員を

中心に，県内・隣県等の延べ 16 校を高校アプローチ戦略に基づいて訪問し，高校の進路指導主事等と

の意見交換を行った。 
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4.6.7 大学見学受入 

今年度も昨年度と同様，新型コロナウイルス感染症のため，大学見学の受入は原則中止した。 

 

4.6.8 大学案内等のダイレクトメール ，郵送など 

今年度も例年通り，広報活動のためのツールとして，冊子体の大学案内を作成して，出前説明会等に

おいて配付した。さらに，今年度も昨年度と同様，新型コロナウイルス感染症のため，過去３年間の入

試において志願者のあった約 1,300 校の高校へ大学案内を郵送した。また，理工学部では，高校３年生

へ DM（ダイレクトメール）も送付した。 

 

4.6.9 ウェブサイト等による広報 

今年度も例年通り，本学ウェブサイト等を活用し，受験者等への情報発信（LINE, Twitter 等の SNS

を含む）を種々行った。「入学者選抜に関する要項」や「学生募集要項」の発表，受験状況の公表のほか，

平成 25（2013）年度からは試験問題及び解答例・評価のポイント，群馬大学入学者選抜における受験上

の配慮内容，次年度以降の入試の変更点を公表している。また，大手の受験産業が運営する進学情報サ

イト等に入試情報を掲載し，より広範な広報活動を行った。 

加えて，本学に関する紹介動画を各種作成して，群馬大学公式チャンネル（YouTube）に掲載した。 

 

4.6.10 学生広報大使による広報 

本学の広報活動を推進するため，学生ならではの視点を活かして広報活動の企画・実施に参画しても

らうことを目的として，平成 29（2017）年度から「群馬大学学生広報大使」の活動が行われている。具

体的な活動内容としては，オープンキャンパスへの協力，夢ナビライブなどの進学イベントへの参加，

大学説明会への同行など多岐にわたる活動を行っている。ただ今年度も昨年度と同様，新型コロナウイ

ルス感染症のため，活動が制限されたが，今年度は「群馬大学 Web オープンキャンパス『GU’DAY2022』」

での「学生広報大使トークライブ」やラジオ番組「Guuuum（グゥゥゥゥム）」などの活動を行い，多くの

高校生の共感を得た。 

 

4.7 広報戦略の立案 

今年度は，アドミッションセンター運営会議及び高大連携・学生募集広報委員会において，広報戦略

等を継続して検討した。 

 

4.8 その他 

令和５（2023）年度「群馬大学オープンキャンパス『GU’DAY2023』」は，新型コロナウイルス感染症拡

大防止の観点から，全てのプログラムが Web 上で完結する Web 配信型と一部対面イベントを増やして，

ハイブリッド形式として開催することとした。 なお，with コロナの時代において，いつの段階で「GU’DAY」

をコロナ前の全面対面形式の水準まで戻すのか，あるいは戻さないのかということについては，今後の
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検討課題とした。 
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5 健康支援総合センター 

5.1 はじめに 

令和 4年度は令和2年度から引き続き、新型コロナウイルス感染防止対策を前提とした対応のもとに、

健康支援総合センター（以下「センター」という。）の活動・行事を行った。 

まず、センターの基本となる業務として、学生ならびに教職員の心身の健康の保持増進を図るため、

学生健康診断やその事後措置としての助言・指導、健康に関する相談対応、感染症の流行情報の把握と

予防教育活動及び健康に関連した調査や研究を行っている。大学を取り巻く環境が変化していく中で、

近年その活動は、以下の新たな３つの点を中心に実施されてきた。 

1) 学内関連組織との円滑な連携に基づく学生の心身の健康に関する支援拡充 

2) 障害学生支援室との連携強化（平成 28 年 4 月障害者差別解消法施行） 

3) 学外の医療・教育関係機関との連携による地域貢献活動の拡充 

令和 4 年度は上記の点に加えて、新型コロナウイルス感染症の状況の変化に対して柔軟に対応しなが

ら、業務を行う必要があったことから、各種活動の日程や内容の変更、支援活動の拡充についても状況

に応じて随時関係者で検討しながら実施した。以下に主な点を列挙する。 

①  危機対策本部会議との連携：上記の政府・文部科学省の方針の下、危機対策本部会議が開催さ

れ、センター長（病院長）が出席。副センター長もオブザーバーとして出席し、検討に参加し

対策実施に協力した。 

② 学部行事への予防対策助言：学部の要請に基づき、入学試験や講義における感染予防対策につい

て個別の助言を行った。 

③ 学生相談のオンライン化：引き続き、従来の対面型の学生相談以外に、オンラインでの相談も実

施継続した。 

④ カウンセラーによる学生向けセルフケアセミナーを企画、実施した。 

⑤ 教職員のためのカウンセリングの支援：令和 2 年度より人事労務課に協力して、非常勤産業カウ

ンセラー1 名を配置し、教職員のためのカウンセリングを実施し、必要に応じて産業医としての

助言を行うなど産業保健活動へ貢献した。 

 

5.2 令和４年度実施事業 

5.2.1 学生定期健康診断の実施 

令和 2 年度は対象者を限定して実施したが、令和 3 年度からは例年通り対象者を全学生とし、新型コ

ロナウイルス感染拡大防止に努めながら、「資料 5-1-1 令和４年度 荒牧・昭和地区学生定期健康診断日

程表」「資料 5-1-2 令和４年度 桐生地区学生定期健康診断日程表」に示す日程で実施した。受検状況は

「資料 5-2-1 令和４年度 桐生地区学生定期健康診断日程表」「資料 5-2-2 令和４年度 学生定期健康診

断受検状況（桐生地区）」に示すとおりであった。学部学生の受検率は前橋地区全体で 81.4％、桐生地

区全体で 64.0％であった。１年生については、共同教育学部 100％、情報学部 97.7％、医学部医学科

95.9％、医学部保健学科 96.9％、理工学部 94.4％と良好であった。各検査結果は「資料 5-3 令和４年度 

学生定期健康診断結果」に示すとおりであった。要精検者については、医療機関への紹介状を作成し、
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円滑な受診につなげている。 

 

5.2.2 精神保健調査の実施 

例年、4 月の健康診断時に精神保健調査（スクリーニング検査）を実施している。在学生については

令和 3 年度より健康診断予約システムを用いて予約時にオンライン上で実施し、新入生については

Google Form を用いた質問票にオンライン上で回答する様式で実施した。 

調査方法は、メンタルヘルス質問票 33 項目を用い、抑うつ状態、気分変調、精神病像、食行動異常、

生活支障度、相談希望、既往歴についてスクリーニングし、面接の要否を判定した。要面接と判定され

た者に対して、センター医師により、対面またはオンラインで診断的面接を実施した。 

結果については「資料 5-4 令和４年度 精神保健調査結果」に示すとおりであった。要面接者は、昨

年度急増した新入生においては 1.9%と減少し、在学生においても 1.9%と例年並みになっていた。 

一方、精神科、心療内科等に通院歴のあるものの人数は、数年前に比べると倍以上に増加してきてい

る。また、発達障害を背景とした学生への対応件数も引き続き増加している。 

 

5.2.3 学校生活に関する困りごと調査の実施 

例年、6 月に新入生を対象とした講義内で実施しているが、令和 2 年度からは新型コロナウイルス感

染拡大の影響もあり、10 月に Google Form を用いた質問票にオンライン上で回答する様式で実施した。

回答結果より「相談を希望する」「相談するべきかどうか迷っている」と答えた学生に対し面接を勧め

た。面接は、センター医師（講師）が担当した。結果は「資料 5-5 令和４年度 新入生の「学校生活に

関する困りごと調査」結果」に示すとおりであった。 

 

5.2.4 学生特殊健康診断の実施 

特殊健康診断の受診対象者は、「常時使用する労働者」であり、教職員、非常勤教職員であるが、学生

も実習や実験研究を通じて、教員等と同様の環境下にあることから特殊健康診断の対象とすることが必

要であると考えられる。このことから、平成 25 年度より学生に対しても同健康診断を実施している。

令和 4 年度は、「リスク評価システムにおいてリスクレベル「ⅢＳ」と判断された理工学部 4 年生及び

理工学府生」を対象に実施した。結果は「資料 5-6 令和４年度 学生特殊健康診断結果」に示すとおり

であった。受診者 84 名中、異常なし 82 名、要経過観察者 2 名、要精密検査者は 0名であった。要精密

検査の学生がいた場合には、医療機関を受診し必要な検査を受けるよう個別指導を行っている。 

 

5.2.5 外国人留学生健康診断の実施 

平成 21 年度から感染性肺結核症の有無を検査するクォンティフェロン TB ゴールド検査を実施して

いたが、平成 30 年度より T-SPOT に変更して検査を実施した。令和 3年度からは新型コロナウイルス

感染拡大の影響を受け、新規の外国人留学生も少なく、T-SPOT 検査は実施せず、11～12 月に胸部レン

トゲン検査を実施した。結果は「資料 5-7 令和４年度 外国人留学生特別健康診断結果」に示すとお

りであった。留学生１名が肺結核と診断され治療を開始した。 
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5.2.6 自殺予防対策ワーキンググループの活動 

令和元年に関係部局と連携して自殺予防対策ワーキンググループを立ち上げ、令和 2 年はガイドライ

ンを作成する年度に該当していたが、新型コロナウイルス感染症対策及びメンタルヘルス不調による個

別緊急対応事例の増加から、延期となっていた。事例検討を行い、「群馬大学自殺予防ガイドライン」の

素案を作成した。令和 3 年度は、その内容をもとに現場で必要な学びの場を作ることとして令和 4 年 3

月 18 日（金）に自殺予防ガイドライン策定ワーキンググループ研修会を開催し、一般社団法人日本グ

リーフ専門士協会代表理事、公認心理師の井手 敏郎氏より「グリーフケア〜悲嘆にどのように向き合

うか」と題してご講演いただいた。また、研修会終了後には、自殺予防ガイドライン策定ワーキンググ

ループ会議を開催し、ガイドラインの素案について意見交換を行った。 

 

5.3 健康支援総合センター利用状況 

5.3.1 利用人数及び件数 

センター利用人数は、1,281 名（年間延べ人数）であった。からだの健康相談、こころの健康相談、

健康診断書の発行についての各件数を月別に集計した。新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり、

引き続きオンラインでの相談が多かった。結果は「資料 5-8 令和４年度 健康支援総合センター利用

状況」に示すとおりであった。健康診断書については、そのほとんどが自動発行のシステムを利用し

て発行されており、所定の健康診断書への記入が必要であった 5 件に関してはセンターで発行した。 

 

5.3.2 健康相談の対応内容別件数及びカウンセリング報告 

健康相談を「からだの健康相談」と「こころの健康相談」に分けて月別に集計した。結果は「資料 5-

9 令和４年度 健康相談の対応内容」に示すとおりであった。さらに、こころの健康相談者数とその内

容については「資料 5-10 令和４年度 こころの健康相談者数」に示す。また、荒牧・桐生キャンパスで

の公認心理師による月別カウンセリング利用者数及び動機内訳を「資料 5-11 令和４年度 公認心理師

による心理カウンセリング報告」に示した。学生本人だけではなく、学生の家族や担当教員との面談や

電話・メール相談も随時実施した。対面での授業が再開されたことにより、授業の合間の時間を使って

の面談も多く、各キャンパス内で Zoom での面談やカウンセリングが受けられるよう、昭和キャンパス

の学生健康相談室および学事・学生支援係、桐生キャンパス保健室の協力を得て部屋を確保した。担当

教員と学生との面談時でも、センターを利用すること、セルフケアセミナーなどの研修を通じて、早期

に相談することの大切さも伝えていることから、今後もセンターで受ける健康相談件数は増加すること

が予想され、センターの医師や公認心理師が対応する相談やカウンセリングにかかる時間数の増加は避

けられないと想定される。 

近年大きな課題となっている外国人留学生のメンタルヘルスサポートについては、令和 3年度は新型

コロナウイルス感染症対策のために一時出入国が制限されていたこともあり、対応件数は減少したが、

ポストコロナの今後はむしろ増加することが予測され、動向を観察していく必要があると思われる。 
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5.3.3 疾病領域別利用者数 

疾病領域別利用者数を月ごとに集計した表を「資料 5-12 令和４年度 疾病領域別利用者数」に示す。

オンラインでの相談が多く、メンタル系症状に関連するものが圧倒的に多数を占めた。センター医師・

カウンセラーによる心理相談を行い、必要に応じて近隣の医療機関を紹介した。 

 

5.3.4 診療科別医療機関紹介件数 

センターから他の医療機関への紹介件数は、延べ学生 35 件、教職員 3 件であり、結果は「資料 5-13

令和４年度 診療科別医療機関紹介件数」に示すとおりであった。 

 

5.3.5 薬剤別処方日数 

センターで処方した薬剤の量を投与日数で集計した。結果は「資料 5-14 令和４年度 薬剤別処方日

数」に示すとおりであった。 

 

5.3.6 桐生地区・保健室利用状況 

桐生地区での保健室利用状況は、「資料 5-15 令和４年度 桐生地区・保健室利用状況」に示すとお

りであった。 

 

5.3.7 昭和地区・学生健康相談室利用状況 

昭和地区での学生健康相談室利用状況は、「資料 5-16 令和４年度 昭和地区・学生健康相談室利用

状況」に示すとおりであった。 

 

5.3.8 キャンパス・ソーシャルケースワーカーによる活動 

キャンパス・ソーシャルケースワーカーの活動は、各キャンパスで教員からの要請に従い支援を行

っている。令和 4 年度は資料 5-17 に示すとおり、桐生地区 15 名、荒牧地区 3 名の計 18 名の学生への

対応の要請があった。事例から得られた経験を蓄積することで、更なる機能の向上をめざす。 

 

5.4 教育関連活動 

センターの医師は、教員として教養教育等の講義を担当している。新入生を対象とした教養基盤科

目のスポーツ・健康「健康教育」について、今年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、オンラ

インにて実施した。疾病対策及びメンタルヘルス不調対策として、それぞれ 90 分の講義を 5 回（同一

内容）行った。内科医からは「からだからのサインに気づく」と題して大学生に必要となる日常に身

近な疾病対策についての講義を行い、精神科医からは「精神の健康」をテーマに発達障害を含めたメ

ンタルヘルス不調全般について講義を行った。なお、令和 4 年度は学期開始当初より新型コロナウイ

ルス感染症対策のため全学オリエンテーションが実施できなかったことから、新入生向けの上記講義

を例年より早めの 5 月連休後から実施し、講義の中で本センターのオリエンテーションを実施した。

なお、例年オリエンテーションの際に実施しているアルコールパッチテストについては、簡単な説明
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のみ行った。 

また、令和 5 年 3 月にはクラブサークルリーダー研修において、「酒とタバコ」に関する健康講話を

実施した。特に「イッキ飲み防止協議会」の資料をもとに、アルコールハラスメントの禁止を改めて

強調した。 

更に、精神科医師は、非常勤講師として医学部医学科 3年生臨床行動科学講義「心の健康を保つに

は」を行った。 

 

5.5 健康管理に関する調査研究活動 

群馬大学「性の多様性に関する学生意識調査」からみる SOGI への展開 

（人を対象とする医学系研究倫理審査委員会へ研究計画書提出） 

研究責任者：長安めぐみ（ダイバーシティ推進センター副センター長）、研究分担者：宮崎博子、竹

内一夫 

 

5.6 健康支援総合センター主催の委員会等 

下記の委員会等を主催した。 

1) 令和 4 年度健康支援総合センター運営委員会（令和 4年 9 月 21 日、令和 5 年 3 月 17 日） 

2) 令和 4 年度群馬県内大学等メンタルヘルス研究会（令和 4 年 9 月 21 日ハイブリッド開催） 

「大学メンタルヘルスはパンデミックを超えられるか？－COVID-19 で浮き彫りになった課題」 

講師 影山隆之 大分県立看護科学大学 看護学部教授 

「オープンダイアローグ（開かれた対話）について～学生支援の場への導入を目指して～」 

講師 森川すいめい 精神科医／オープンダイアローグ国際トレーナー 

3) 群馬県内大学等保健管理担当者会議（10 月 13 日） 

群馬県内の大学、短期大学、高等専門学校の保健管理担当実務者及び事務担当者へのメール会議

を開催した。会議内容は、研究集会の報告、「健康ミニガイド」の作成、保健管理担当者へのアン

ケート結果の報告などである。 

4) オープンダイアローグを大学へ「対話の場を開く」研修会（令和 5 年 3 月 19 日） 

ファシリテーターに森川すいめい氏を招聘し、他大学の学生支援担当者を中心に周知し、大学外

部からの参加者を募って開催した。 

 

5.7 健康支援総合センターの全国会議等出席 

下記の全国会議等にセンターの教職員が出席し、最新の情報の収集を行い、センターの機能強化につ

なげた。さらに関係大学との情報交換を行い、連携を深めた。 

 

1) 第 13 回全国大学保健管理協会総会（オンライン開催）：京都（6 月 21 日） 

副センター長が出席 

2) 第 60 回全国大学保健管理協会関東甲信越地方部会研究集会（ハイブリッド開催） 
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東京工業大学（9 月 1 日、2 日）：副センター長、センター講師、公認心理師、看護師が出席 

3) 第 60 全国大学保健管理研究集会：北里大学（10 月 19 日、20 日） 

 副センター長、センター講師が出席 

4) 令和 4 年度国立大学法人保健管理施設協議会総会：横浜国立大学（10 月 21 日） 

 副センター長が出席 

5) 第 44 回全国大学メンタルヘルス学会（ハイブリッド開催）：一橋大学（12 月 22 日、23 日） 

 副センター長、センター講師が出席 

6) 第 24 回フィジカルヘルスフォーラム：名古屋大学（3 月 16 日、17 日） 

 副センター長、センター講師が出席。 

 

5.8 学内行事実施に伴う救護業務 

下記の学内行事に教職員が救護活動を行った。 

・入学式 

・共同教育学部体育大会 

・関東甲信越地区国立大学法人等職員採用試験 

・情報学部第 3 年次編入学試験 

・情報学部・社会情報学部スポーツ大会 

・荒牧祭 

・共同教育学部、情報学部推薦入学試験 

・大学入学共通テスト 

・個別学力検査（前期、後期） 

・学位記授与式 

 

5.9 出版・広報活動 

下記の出版、広報活動を行った。 

1) 「健康ミニガイド 2022～よりよいキャンパスライフを送るために～」を発行した。先に示した

群馬県内大学等保健管理担当者会議が、健康についての意識や知識を高めてもらうことを目的

に共同で作成した冊子であり、新入生に配布した。 

2) 「群馬大学 大学教育・学生支援機構報告書 健康支援総合センター」の令和 3 年度の原稿を

作成して提出した。 

3) 群馬テレビ「ビジネスジャーナル」出演（副センター長） 

「ポストコロナへ向けた職場のメンタルヘルス体制づくり」2022 年 9 月 20 日 

4) 共著（副センター長）「シンプル衛生・公衆衛生学 2022」（南江堂）、2022 年、東京 

5) 共著（副センター長）全国柔道整復学校協会監修「衛生・公衆衛生学 改訂第６版第８刷」（南

江堂）、2023 年１月、東京 

6) 監修（副センター長）「衛生テキスト」（日本バーテンダー協会）、2022 年、東京 
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5.10 社会貢献活動 

センターの医師は、専門性を生かして下記の社会貢献活動を行った。 

【精神科医・教授（副センター長）】 

各種外部委員、嘱託医及び各関係機関からのコンサルテーション要請への対応 

令和 4 年度 群馬地方労働審議会・会長代行 

令和 4 年度 群馬県障害者雇用対策プロジェクトチーム・座長 

令和 4 年度 全国大学メンタルヘルス学会・理事 

令和 4 年度 全国大学保健管理協会・評議員 

令和 4 年度 前橋市教育委員会学校問題対策委員 

令和 4 年度 群馬産業保健総合支援センター・相談員 

令和 4 年度 群馬産業保健総合支援センター・評価委員 

令和 4 年度 群馬大学医学部非常勤講師（精神医学） 

令和 4 年度 北関東医学会・評議員 

令和 4 年度 群馬職域メンタルヘルス交流会・幹事 

そのほか群馬県医師会、各郡市医師会、群馬労働局、群馬県障害者職業センター、群馬労働基準

協会連合会、群馬産業保健総合支援センター、日本産業カウンセラー協会、日本バーテンダー協

会などの要請に応じて各種講演や講義を行った。 

 

【内科医・講師】 

嘱託医及び各関係機関からのコンサルテーション要請への対応 

令和 4 年度 渋川看護専門学校非常勤講師として看護研究に必要な基礎統計学講義を担当。 

令和 4 年度 高崎市乳幼児健診事業 内科診察及び発達・発育相談対応。 

令和 4 年度 群馬大学 性の多様性に関する基本的考え及び対応ガイドラインに基づく支援員（に

じいろライン相談員）として初期相談対応。 

 

5.11 産業保健活動 

産業保健活動に関しては人事労務課が統括しているが、平成 25 年度途中から荒牧・上沖・若宮地区

に関しては、センター医師 2 名（内科、精神科）が兼務する体制をとっている。昭和地区は非常勤産業

医（精神科）1 名が勤務しており、桐生・太田地区は桐生市医師会医師に依頼している。平成 27 年度に

はこれらの産業医の意見を集約するための産業医部会が発足し、継続している。 

 

5.11.1 安全衛生委員会 

荒牧及び若宮事業場はセンター医師が産業医として参加し、毎月の委員会中での職場巡視の報告及

び質疑応答を通じて、職場環境改善のための指摘を行った（１回／月、８月を除く。メール会議の月

もあり、その場合は資料を閲覧）。 
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5.11.2 職員の定期健康診断 

人事労務課からの依頼を受け、若宮事業場及び上沖事業場の職場健診における内科診察を行った。

全事業場に勤務する教職員の健診結果の判定及び個別結果の事後措置、医療保健相談についてはセン

ター内科医が対応した。 

 

5.11.3 スタッフカウンセリング 

人事労務課に協力して、非常勤産業カウンセラー1 名を配置し、教職員のためのカウンセリングを実

施。 

 

5.12 通常業務以外の支援業務 

全学危機対策本部会議にオブザーバーとして招集され、新型コロナウイルス対策の一部について意

見を述べた（副センター長）。 

 

5.13 健康支援総合センターの現状及び今後の方向性 

冒頭に記したように令和 4 年度は、令和 2、3年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の予防対

策に重点を置き、臨機応変な業務対応を余儀なくされる中、オンラインでできる活動の可能性を模索

しながら日々の業務を遂行してきた。令和 5年度よりほぼ全面的に対面講義が開始になるという政府

方針決定を受け、次年度初頭の健康診断についてもほぼ従来通りの健診体制とするための準備を、令

和 4 年度内に整備していった。 

学生の支援業務に関しては、令和 2 年度より続いていた大学教育のオンライン化に伴う学生の孤立

や将来への不安などから、心身の不調を訴える学生の個別対応事例の増加に対して関連教職員との連

携を密にし、柔軟に対応した。精神科、心療内科等に通院歴のある学生の人数は急増しており、発達

障害を背景とした学生への対応件数も増加していることから、学外各機関と協力し、コロナ禍に合わ

せた活動を行った。 

オンラインによる相談が定番化する一方で、現場での職員の ICT 利用における技術支援の必要性が

高まっている。また、外国人留学生のメンタルヘルス不調者への対応について国際課や領事館と対応

協議する必要のあるケースも生じていることから、大学国際化にあたって言語・文化面での支援を健

康支援部門にも拡張する必要が生じてきている。 

ポストコロナ時代を見据え、こうした中・長期的な視点で、健康管理部門における国際的な支援へ

の強化が求められている。 
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6 教育改革推進室 

教育改革推進室は平成 28 年度概算要求「地域と連携した教育体制の整備と展開」が予算措置された

ことを受け，平成 28 年７月に，大学教育・学生支援機構の教育基盤センター及び教育企画室の改編と

ともに設置された。大学教育に関する，（1）教育実施体制及び教育方法，（2）地域と連携した教育，

（3）社会ニーズを踏まえた教育プログラム，（4）アクティブ・ラーニングに関する企画立案を行うこ

とが業務となっている。 

 

6.1 教育課程・学習成果に関する取り組み 

各講義，演習等が学位授与の方針であるディプロマ・ポリシー，教育課程編成・実施の方針である

カリキュラム・ポリシーと整合するように，かつ，学生が主体的に学ぶことができるような取り組み

を進めている。そのためにシラバス，カリキュラム・ツリー，カリキュラム・マップの点検を実施し

ている。また，学生が評価の観点毎に到達基準を把握できるルーブリックの導入，学生が振り返りを

通して学修目標を自覚し自学自習できるポートフォリオシステムの利用推進，学習の管理やレポート

執筆に関するフライヤーの作成，配布を行っている。 

各教員の講義，演習等に関する授業コンサルテーションを随時受け付けている。特に，オンライン

授業の効果的な方法，LMS（Learning Management System：学習管理システム）の一つである Moodle

の利用，アクティブ・ラーニングの推進についての相談活動を実施している。 

 

6.2 内部質保証に関する取り組み 

教育活動に関する適切な根拠（資料，情報）を収集するために，インスティテューショナル・リサ

ーチ（IR）を実施している。入学から卒業までの学生の GPA 推移の分析，入試区分と GPA との関係に

ついての分析，講義毎の成績評価分布の分析，履修パターンの分析等を行っている。また，分析結果

の一部を IR レターとして全学へ配布している。 

学習成果を把握する一環として，群馬大学全学学習ふりかえりアンケート調査（学部対象），群馬大

学全学卒業時アンケート調査（学部対象），群馬大学全学修了時アンケート調査（大学院対象）を毎年

実施している。なお，群馬大学卒業生・修了生就職先機関アンケート調査については３年毎に実施す

ることになっている。 

また，教育研究活動を推進，点検・評価する各学部・研究科等の組織―医学部医学科カリキュラム

評価委員会，医学部 IR 室会議，数理データ科学教育研究センター運営会議／数理データ科学教育研究

センター定例ミーティング，群馬大学データ利用倫理審査委員会，ぐんま未来学 WG，教育アセスメン

ト委員会，経営 IR 室会議，大学教育センター学部教務委員会，大学教育センター大学院教務委員会，

大学教育センター学部教務委員会教養教育部会―において，教育の PDCA サイクルを機能させる取り組

みについての専門的助言を実施している。 

 

6.3 その他の取り組み 

6.3.1 ベストティーチャー賞 
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ベストティーチャー賞は，教育実践に顕著な成果を挙げた教員に対して，その功績を表彰するとと

もに，受賞者による公開模擬授業を通して，本学の教員の意欲向上及び大学教育の活性化を図ること

を目的として，平成 18 年度から実施している。各学部等より推薦された候補者から，審査委員会によ

る書面審査により学長賞及び優秀賞を選出した。 

 

6.3.2 第 14 回全学 FD 連続講演会「大学教育のグランドデザイン」 

平成 21 年度より実施している全学ＦＤ連続講演会を引き続き開催した。本年度は「大学院改革に

ついて～筑波大学の取組～」をタイトルとして，学位プログラム制，教学マネジメントの取り組みに

ついて筑波大学の執行部の先生方からご講演いただいた。 
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7 資料編 

7.1.1 令和４年度 前期授業評価「学びのリテラシー（1）」集計表 

※ （　）は昨年度の結果

※※評価基準　1「あてはまる」　2「ややあてはまる」　3「あまりあてはまらない」　4「あてはまらない」(以下　同様）

質質問　１．この授業によって論理的思考力を身につけることができた。

質質問　２．この授業によってコミュニケーション能力を身につけることができた。

区　分 年度 対象者数 提出者数 回収率（％）

共同教育学部
2022 202 112 55.4

2021 (202) (158) (78.2)

情報学部
2022 173 136 78.6

2021 (184) (154) (83.7)

医学部 医学科
2022 109 81 74.3

2021 (108) (90) (83.3)

医学部 保健学科
2022 161 147 91.3

2021 (161) (142) (88.2)

理工学部
2022 489 413 84.5

2021 (494) (418) (84.6)

合　計
2022 1,134 889 78.4

2021 (1,149) (962) (83.7)
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質質問　３．この授業によって大学生に必要な日本語の能力を高めることができた。

質問　４．この授業で報告の仕方やレポートの書き方が修得できた。

質問　５．この授業で情報収集や引用の方法について学ぶことができた。
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質質問　６．この授業で大学での学習方法を修得できた。

質問　７．学生の興味・学力・理解度に配慮した授業内容であった。

質問　８．教室での討論は活発であった。
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質質問　9．教員や他の学生とコミュニケーションをとる機会が多かった。

質問　１０．宿題(課題)の内容や量は適切であった。

質問　１１．グループワークの人数(グループワーク実施しなかった場合はクラスの人数)は適切であった。
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質質問　１２．学部の専門教育を学ぶために必要な授業内容であった。

質問　１３．自分はこの授業に積極的に取り組んだ。

質問　１４．シラバスの記述は授業の進行に沿った適切なものであった。
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質質問　１５．この授業は教員による一方的な講義ではなく,学生の能動的な学修への参加(例えば、教室内でのグループ・
ディスカッション、ディベート、グループ・ワークなど)を取り入れた授業(アクティブ・ラーニング）であった。

質質問　１６．教養教育科目全般に関して、オンラインを利用した授業に満足している。
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学学びのリテラシー（１）に関して，気付いた点，改善すべき点等を自由に書いてください。

質質問17．学びのリテラシー（１）に関して、気付いた点、改善すべき点、感想等を自由に書いてください。
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質質問19．教養教育科目全般に関して、気付いた点、改善すべき点、オンライン授業に関する感想等を自由に
書いてください。
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7.1.2 令和４年度 後期授業評価「学びのリテラシー（2）」集計表 

※ （　）は昨年度の結果

質質問　１．学生の興味・学力・理解度に配慮した授業内容であった。

質質問　２．シラバスの記述は授業の進行に沿った適切なものであった。
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質質問　３．講義での討論は活発であった。

質質問　４．教員や他の学生とのコミュニケーションをとる機会が多かった。

質質問　５． この授業で報告の仕方やレポートの書き方を修得できた。
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質質問　６．出欠管理、成績評価基準など教員の学生との対応は適切であった。

質問　８． クラスの人数は適切であった。

質質問　７．希望した科目を選ぶことができた。
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質質問　９．講義の環境は適切であった。

質質問１０．この授業は教員による一方向的な講義ではなく、学生の能動的な学修への参加（例えば、講義内でのグ
ループ・ディスカッション、ディベート、グループ・ワークなど）を取り入れた授業（アクティブ・ラーニング）であった。
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7.1.3 令和４年度 前期授業評価「データ・サイエンス」集計表 

※ （　）は昨年度の結果

※ 保健学科はオンデマンドクラスで質問が異なるため別集計

※※評価基準　 1「 あてはまる 」 2「 ややあてはまる 」 3「 あまり あてはまら ない」 4「 あてはまら ない」

質問１ ． コ ン ピ ュ ータ を 用いてデータ を 適切に処理する ための能力を 修得でき た。

質問２ ． データ の持つ性質について統計量を 用いて要約でき る 能力を 修得でき た。

40
55 

56
58 

33
29 

173
159 

302 
301 

56
77 

68
85 

41
49 

214
243 

379 
454 

2
9 

6
10 

4
10 

23
20 

35 
49 

0
2 

2
2 

0
0 

1
1 

3 
5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(2022) 
(2021)

(2022)
(2021)

(2022) 
(2021)

(2022)
(2021)

(2022)
(2021)

 

31
39 

43
33 

30
26 

134
105 

238 
203 

53
82 

74
107 

41
51 

242
282 

410 
522 

14
17 

13
12 

7
11 

34
33 

68 
73 

0
5 

2
3 

0
0 

1
3 

3 
11 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(2022) 
(2021)

(2022)
(2021)

(2022) 
(2021)

(2022)
(2021)

(2022)
(2021)

 



101 

資料編 

質質問３ ． データ 処理のためのコ ン ピ ュ ータ やソ フ ト の操作を 身につける こ と ができ た。

質問４ ． 授業内容の構成は適切であっ た。

質問５ ． 学生の興味・ 学力・ 理解度に配慮し た授業内容であっ た。

36
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質質問６ ． シラ バスの記述は、 授業の進行に沿っ た適切なも のであっ た。

質質問７ ． 教員やTAの考え方は、 分かり やすく 適切なも のであっ た。

質問８ ． e-l ear ni ngでの動画内容はよ く 練ら れていて分かり やすかっ た。
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質質問９ ．  e-l ear ni ngでの動画品質は視聴する のに適切なも のであっ た。

質問１ ０ ． も っ と 高度な内容を 学びたかっ た。
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デデータ・サイエンスの授業に関して，気付いた点，改善すべき点等を自由に書いてください。

質質問11．データ・サイエンスの授業に関して，気付いた点，改善すべき点，オンライン授業に関する感想等
を自由に書いてください。
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7.1.4 令和４年度 前期授業評価「データ・サイエンス」（オンデマンド）集計表 

※ （　）は昨年度の結果

※※ 保健学科のデータ・サイエンスは、昨年度まで後期開講だったが、今年度から前期オンデマンド講義に移行した。

※ 評価基準　 1「 あてはまる」 2「 ややあてはまる」 3「 あまり あてはまら ない」 4「 あてはまら ない」

ああなたが本年度受講し た「 データ ・ サイ エンス」 の授業についてお尋ねし ます。

質問　 １ ． コ ンピュ ータ を 用いてデータ を 適切に処理するための能力を 修得でき た。

質問　 ２ ． データ の持つ性質について統計量を 用いて要約でき る能力を 修得でき た。

質問　 ３ ． 授業内容の構成は適切であっ た。

質問　 ４ ． 学生の興味・ 学力・ 理解度に配慮し た授業内容であっ た。
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質質問　 ５ ． シラ バスの記述は、 授業の進行に沿っ た適切なも のであっ た。

質問　 ６ ． 教員の教え方のサポート 体制は十分なも のであっ た。

質問　 ７ ．  e-l ear ni ngでの動画内容はよく 練ら れていて分かり やすかっ た。

質問　 ８ ．  e-l ear ni ngでの動画品質は視聴するのに適切なも のであっ た。

質問　 ９ ． e-l ear ni ngでのWeb小テスト は内容を 理解するために適切なも のであっ た。

質質問　 １ ０ ． オンデマンド 形式での授業は、 リ アルタ イ ム授業と 比べて理解度の不足は感じ なかっ た。
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質質問　 １ １ ． オンデマンド 形式での授業は、 リ アルタ イ ムでの授業と 比べてスケジュ ール管理の難し さ

は感じ なかっ た。

質問　 １ ２ ． も っ と 高度な内容を 学びたかっ た。
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7.1.5 表１ プレイスメントテスト結果推移 
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7.1.6 表２ TOEIC-IP 結果 

7.1.7 表３ Can-do Statement 
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7.1.8 図１ Can-do Statement 令和３年度、４年度の変化 
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7.1.9 表４ 英語 101、102 ルーブリック

7.1.10 図２ 課題テスト結果推移 

Evaluation item Percentage Evaluation method S   
(Excellent) 

A     
(Very good)  

B     
(Good) 

C     
(Fair)  

D  
(Poor)  

Goals are fully achieved 

with excellent results 

Goals have  

been achieved 

Goals have almost   

been achieved 

Minimum amount of goals 

has been achieved 

Goals have not 

been achieved 

Knowledge/Skill 

English Proficiency
20% 

・Paper test 
(ENG 101: 20%) 

・TOEIC 
(ENG 102: 20%)

Can communicate 
effectively using a wide 
range of vocabulary and the 
correct use of grammar in 
any situation. 

Can fully understand and 
adequately express topics 
related to own and other 
areas of study. 

Can understand vocabulary 
and grammar correctly and 
communicate in most 
situations.  

Can usually understand 
conversations, respond 
quickly, and deal with 
topics in specific fields. 

Can meet the needs of 
everyday life and communicate 
with a basic knowledge of 
vocabulary and grammar, and a 
limited level of expressiveness 
within a limited range. 

Can understand the main 
points of an ordinary 
conversation, and there is no 
problem to respond. 

Can communicate at a minimum 
level within a normal 
conversation although there are 
times where knowledge of 
vocabulary and grammar are 
insufficient. 

Can understand simple 
conversations and can respond 
to familiar topics if spoken 
slowly and simpler words are 
used. 

Cannot communicate well as 
it is only possible to 
understand some words – 
spoken and written. 

Cannot understand the 
meaning of a simple 
conversation even if spoken 
slowly. 

Thinking/Judgment/Expression 

Problem-Solving Ability 
50% 

・Report 25% 

・Presentation 25% 

Can think more deeply 
about current issues 
through discussion and 
collaboration with others 
and can propose solutions 
and express them in the 
most appropriate way. 

Can think of new questions 
and share them with others. 

Can think more deeply 
about current issues 
through discussion and 
collaboration with others 
and can propose solutions 
and share them with others 
in an appropriate way. 

Can think deeply about current 
issues through discussion and 
collaboration with others and 
can propose more than one 
solution. 

Can think about current issues 
through discussion and 
collaboration with others and 
can propose one solution. 

Can think about current 
issues through discussion 
and collaboration with others 
but cannot come up with any 
solutions. 

Attitude and Ability to 

Learn Autonomously 
30% 

・ER 20%

・Final Reflection 10%

Can set goals, manage 
oneself, and learn English 
actively.  

Can self-evaluate the 
achievement level of goals, 
set the next goal clearly, 
and take action 
immediately. 

Can set goals, manage 
oneself, learn English. 

Can self-evaluate the 
achievement level of goals 
and set the next goal. 

Can set goals, take a positive 
approach to learning English, 
and self-evaluate the 
achievement level of goals. 

Can learn English toward a set 
goal and check the 
achievement level of the goal. 

Cannot self-evaluate as 
learning English is 
approached without setting 
goals. 
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7.1.11 資料 3.1.1：令和４年度入学料免除 

４月入学 １０月入学 合計 判定 ４月入学 １０月入学 合計

全額免除 044
2/3額免除 44 0
1/3額免除 055
全額免除 99 0
2/3額免除 4 04
1/3額免除 066
全額免除 011
2/3額免除 022
1/3額免除 00 0
全額免除 033
2/3額免除 066
1/3額免除 000
全額免除 77 0
2/3額免除 55 0
1/3額免除 011
全額免除 525 0 5
2/3額免除 616 0 6
1/3額免除 088
全額免除 949 0 9
2/3額免除 737 0 7
1/3額免除 020 0 0
全額免除 000
半額免除 00 0
全額免除 66 1
半額免除 00 0
全額免除 11 0
半額免除 00 0
全額免除 7 07
半額免除 000
全額免除 60 10 70
半額免除 00 0
全額免除 74 11 85
半額免除 0 00
全額免除 211
半額免除 00 0
全額免除 11 0
半額免除 00 0
全額免除 2 12
半額免除 000
全額免除 344
半額免除 000
全額免除 00 0
半額免除 000
全額免除 127 14 141
2/3額免除 737 0 7
半額免除 000
1/3額免除 020 0 0

00 0

（修士課程）

（博士課程）

69
理工学府

（博士前期課程）

理工学部

90

情報学部 19

教育学研究科
（専門職学位課程）

11 80

令和４年度入学料免除実施状況

免除申請者数　（人） 免 除 許 可 者 数　（人）

9

保健学科 13

53

共同教育学部 15

社会情報学部 4

学部の計 113

医学部

医学科

6

1
保健学研究科

（博士後期課程）

9
保健学研究科

（博士前期課程）

大学院修士課程の計 85

医学系研究科
2

医学系研究科
1

社会情報学研究科
（修士課程）

合合　　　　 203

2
理工学府

（博士後期課程）

大学院博士課程の計 5

特別支援教育特別専攻科 0

9

71

0 15

40

0 19

0 53

0 113

0 13

15 218

31

3 8

4

10

2

12 97

00

10

0
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7.1.12 資料 3.1.2：令和４年度入学料徴収猶予実施状況 

４月入学 １０月入学 合計 判定 ４月入学 １０月入学 合計

教育学研究科
（専門職学位課程）

合合　　　 4

0

00

0 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

理工学府
（博士後期課程）

大学院博士課程の計

保健学研究科
（博士後期課程）

特別支援教育特別専攻科

（博士課程）

大学院修士課程の計

保健学科

0

学部の計 4 0

0

1

3

医学系研究科

情報学部

理工学部

医学部

医学科

0

0

0

00

0

0

0 0

0

0 0

許可 0 0

00

1

3

0

猶予申請者数　（人） 猶 予 許 可 者 数　（人）

0

4

0

0

0

0

0

0

0

0

許可 000

許可 000

0

許可 0 0

令和４年度入学料徴収猶予実施状況

0

00

0

0

0

0

0 0

医学系研究科
（修士課程）

共同教育学部

保健学研究科
（博士前期課程）

社会情報学部

理工学府
（博士前期課程）

許可

0

許可 0 0

0

許可 0 0

許可 033

許可 33 0

許可 000

許可 00 0

許可 0 00

許可 0 00

許可 00 0

社会情報学研究科
（修士課程）

40 許可 033

許可 00 0

許可 000

許可 000

許可 000
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7.1.13 資料 3.2.1：令和４年度授業料免除 

前期 後期 合計(延べ人数) 判定 前期 後期 合計(延べ人数)

全額免除 34 35 69
2/3額免除 17 20 37
半額免除 00 0
1/3額免除 15 7 22
全額免除 18 18 36
2/3額免除 58 13
半額免除 42 6
1/3額免除 22 4
全額免除 21 23 44
2/3額免除 15 16 31
半額免除 00 0
1/3額免除 7 8 15
全額免除 13 14 27
2/3額免除 6 6 12
半額免除 10 1
1/3額免除 5 1 6
全額免除 20 23 43
2/3額免除 10 7 17
半額免除 44 8
1/3額免除 3 5 8
全額免除 36 36 72
2/3額免除 21 25 46
半額免除 3 2 5
1/3額免除 13 10 23
全額免除 109 110 219
2/3額免除 54 55 109
半額免除 75 12
1/3額免除 25 22 47
全額免除 251 259 510
2/3額免除 131 134 265
半額免除 14 18 32
1/3額免除 70 55 125
全額免除 14 5
2/3額免除 31 4
半額免除 00 0
1/3額免除 0 1 1
全額免除 0 0 0
半額免除 0 0 0
全額免除 00 0
半額免除 00 0
全額免除 11 12 23
半額免除 1 3 4
全額免除 26 8
半額免除 10 1
全額免除 10 7 17
半額免除 0 1 1
全額免除 104 100 204
半額免除 40 41 81
全額免除 131 121 252
半額免除 41 46 87
全額免除 18 18 36
半額免除 4 3 7
全額免除 36 9
半額免除 84 12
全額免除 25 21 46
半額免除 4 7 11
全額免除 49 42 91
半額免除 12 18 30
全額免除 00 0
半額免除 00 0
全額免除 435 423 858
2/3額免除 132 137 269
半額免除 67 82 149
1/3額免除 70 56 126

教育学部 30 32 62

社会情報学研究科
（修士課程）

合合　　　 772 752 1,524

特別支援教育特別専攻科 0 0 0

理工学府
（博士後期課程）

大学院博士課程の計 67 61 128

33 28 61

10 11 21
保健学研究科

（博士後期課程）

医学系研究科
24 22 46

（博士課程）

158 153 311

12 10 22

教育学研究科
（専門職学位課程）

医学系研究科
47 11

（修士課程）

12 15 27

学部（夜間主）
理工学部総合理工学

科
7 5 12

00 0

学部（昼間）の計 509 504 1,013

理工学部
総合理工学科（夜間主）除く

214 213 427

医学部

医学科

社会情報学部 24 25 49

情報学部 46 47 93

免除申請者数　（人） 免 除 許 可 者 数　（人）

43 41 84

理工学府
（博士前期課程）

保健学研究科
（博士前期課程）

大学院修士課程の計 189 182 371

教育学研究科
（修士課程）

0 0 0

保健学科 80 77 157

共同教育学部 72 69 141
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7.1.14 資料 3.2.2：令和４年度授業料徴収猶予実施状況 

前期 後期 合計(延べ人数) 判定 前期 後期 合計(延べ人数)

0 0共同教育学部 0 0 0 許可

0 0

社会情報学研究科
（修士課程）

00 許可 0 0 0合合　　　 0

00 許可 0 0 0特別支援教育特別専攻科 0

00 許可 0 0 0

00
理工学府

（博士後期課程）

大学院博士課程の計 0

00 0 許可 0

00 許可 0 0 00
保健学研究科

（博士後期課程）

0 0 許可 0 0 0
医学系研究科

0
（博士課程）

0 0 許可 0 0 0

0 許可 0 0 0

0

00

0 許可 0 0 0

00 0 許可 0 0

0

0 0 0

医学系研究科
00

（修士課程）

00 0 許可

総合理工学科（夜間主） 0

0

00 0 許可 0 0

0 0 0 許可 0 0

教育学研究科
（専門職学位課程）

00

許可 0 0 0

0 0

0 0 許可 0 0 0

学部（昼間）の計 0

00

理工学部
総合理工学科（夜間主）除く

00 0

保健学科 0

00 許可 0

00

社会情報学部 0 0 0 許可 0 0 0

情報学部 0 0 0 許可 0

猶予申請者数　（人）

医学部

0

医学科 0 0 0 許可 0

00 許可 0

0

0

理工学府
（博士前期課程）

保健学研究科
（博士前期課程）

大学院修士課程の計

教育学研究科
（修士課程）

猶 予 許 可 者 数　（人）

共同教育学部 0 0 0 許可



129 

資料編 

7.1.15 資料 3.4.1：日本学生支援機構奨学生数（令和４年 10 月１日現在） 



130 

資料編 

7.1.16 資料 3.6.1：令和４年度学部 1～3 年次生欠席状況調査一覧（後期） 
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7.1.17 資料 3.8.1： 令和４年度学生教育研究災害傷害保険，学研災付帯賠償責任保険 

加入者数 
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7.1.18 資料 3.8.2：令和４年度学生教育研究災害傷害保険，学研災付帯賠償責任保険請

求種別保険金請求件数 

7.1.19 資料 3.9.1：令和４年度通学証明書発行枚数，学生旅客運賃割引証発行枚数及び

主な発行理由 
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7.1.20 資料 3.13.1：令和４年度 クラブ・サークル一覧
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7.1.21 資料 3.14.1：令和４年度　進路状況及び主な就職先 



135 

資料編 



136 

資料編 



137 

資料編 



138 

資料編 



139 

資料編 



140 

資料編 



141 

資料編 



142 

資料編 



143 

資料編 

7.1.22 資料 4-1：2022 年度 学生募集広報まとめ 

2022 年度 学生募集広報まとめ 

アドミッションセンター

1,＜前提として＞ 

①アドミッションセンター（旧：広報本部学生受入部門）では 2020 年度から、過去 3 年の本学への志

願者数（一般選抜＋特別選抜）に基づいた戦略的かつ具体的な学生募集広報の指針「「高校アプロー

チ戦略」（別紙１）を富山慶典副センター長、宮本俊一 AC（いずれも当時）を中心に策定し、全学

としての説明会、模擬授業、高校訪問などを行ってきた。

②「高校アプローチ戦略」は毎年、年度初めの 4～5 月、最新の入試データをもとに更新・作成し、そ

の年度の「高校アプローチ戦略」として活用、高校と本学の良好な関係構築を図り、文部科学省が

進める高大接続改革を念頭に、よりよい学生の獲得を目指している。 

2,＜2022 年度の学生募集広報活動について総括＞ 

◇大学説明会の大幅な増加

2022 年度の学生募集活動で顕著だったのが、大学説明会対応の大幅な増加である。前年度比 61 校

増で 125 校となった。2022 年度は新型コロナウイルス感染症の発生から 4 年目という年であり、125

校のうちオンラインの大学説明会は 43 校と、非対面の説明会が学生募集広報の場でも定着しつつある。 

初の取り組みとしては、ホームカミングデー（2022/11/27）において、アドミッションセンターと

学生受入課共同で大学説明会と個別相談会を行ったことである。ホームカミングデーのイベントの中

で最多の計 114 名を集め、高いニーズを示した。 

◇アドミッションセンターが提供する模擬授業開設

2023 年 2 月からアドミッションセンターが実施する模擬授業を新たにスタートさせた。講師陣には

本学の OB・OG も加え、文理合わせて 11 講座（2023 年 1 月時点）をそろえている。こうしたアドミッ

ションセンターの模擬授業を積極的に行うことで、各学部の負担を減らすとともに、高校側のオファ

ーにできる限り迅速に対応したい。

◇高校への直接配信

2020 年度スタートの全学としての高校訪問や、大学説明会の実施などで本学と直接つながった高校

教員の名簿は、2022 年度で約 200 名となった。オープンキャンパス実施のタイミングや学生募集要項

公表といった情報はメールで直接送っている。この方法以外にも、アドミッションセンターでは全国

の高校に一斉広報できる有料システム（高大コネクトサービス）を取り入れているため、各学部にお

いても、広報したい案件があれば、いつでも連絡いただきたい。 

3,＜具体的な施策＞ 

3-1,主に高校生を対象

種別 開催日 実施内容・回数・参加者数等 実施者 

大学説明会 

（詳細別別紙２） 通年 
延べ 125 校（うちオンライン 43 校） 

（2021 年度 64 校、2020 年度 51 校） 

アドミッショ

ンセンター

各学部

模擬授業 

（詳細別別紙２） 
通年 

延べ 49 校（うちオンライン 12 校） 

（2021 年度 50 校、2020 年度 27 校） 

アドミッショ

ンセンター

各学部
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種別 開催日 実施内容・回数・参加者数等 実施者 

夢ナビ（夏期） 

7 月 9 日（土）、

10 日（日） 

・夢ナビライブ 2022Web in Summer 

⇒学部教員による、夢ナビ講義 Video・講義

ライブ質問対応・研究室訪問（191 名参加） 

⇒学生広報大使によるオンラインセミナー

（トークライブ）（147 名参加） 

学生受入課 

全学オープン

キャンパス 

GU’DAY2022 

（オンライン） 

7 月 20 日（水） 

～8月2日（火） 

4907 名（申込者） 

（2021 年度 4429 名、2020 年度 2738 名） 
総務課 

学生広報大使 

トークライブ 

（夏期） 

7月23日（土）、

24 （日） 

GU’DAY2022 のオンラインイベントとして学

部ごとに開催 

264 名（申込者） 

総務課 

学生広報大使 

トークライブ 

（秋期） 

10 月 10 日

（月・祝） 

入試目前の受験生をメインターゲットにし

たオンラインイベントとして、キャンパスご

とに開催 

248 名（申込者） 

総務課 

夢ナビ（秋期） 

10 月 15 日

（土）、16 日

（日） 

・夢ナビライブ 2022Web in Autumn 

⇒学部教員による、夢ナビ講義 Video・講義

ライブ質問対応・研究室訪問（319 名参加） 

⇒学生広報大使によるオンラインセミナー

（トークライブ）（87 名参加） 

学生受入課 

オンライン個

別進学相談会 
10月24日（月）

～10 月 28 日

（金） 

関東・北陸・中部・東海地方を中心に 46 名

参加 

（2021 年度 45 名）※2021 年度から実施 

アドミッショ

ンセンター 

学生受入課 

（初）ホームカ

ミングデー 
11月27日（日） 

・大学説明会（AC） 

⇒高校生、保護者計 90 名参加 

・個別相談会(学生受入課) 

⇒高校生、保護者計 24 名参加 

アドミッショ

ンセンター 

学生受入課 

 

 

※各学部のオープンキャンパスイベント 

種別 開催日 実施内容・回数・参加者数等 実施者 

GU’DAY2022 

共同教育学部

イベント（WEB） 

7月20日（水）、

24 日（日） 

Zoom 授業体験 

（２講義のZoom授業体験 平均 30名程の参

加） 

共同教育学部 

GU’DAY2022 

共同教育学部

イベント（来校

型） 
8 月 6 日（土）、

7 日（日）、18

日（木） 

・美術専攻授業体験（※） 

・数学専攻ワークショップ（※） 

・英語専攻ワークショップ（※） 

・音楽専攻演奏会 

・在学生とのフリートーク（※） 

【コロナ感染拡大のため、（※）のイベント

については、対面からオンライン方式に変更

して実施した。】 

共同教育学部 

GU’DAY2022 

情報学部イベ

ント（WEB） 

8 月 1 日（月）、

23 日（火） 

Zoom 授業体験 

（2つのZoom授業体験 平均90名程の参加） 
情報学部 
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種別 開催日 実施内容・回数・参加者数等 実施者 

GU’DAY2022 

医学部医学科

イベント（WEB） 

7 月 22 日

（金）・8 月 2

日（火） 

Zoom 授業体験 

（2つのZoom授業体験 平均103名程度の参

加） 

医学部 

GU’DAY2022 

医学部医学科

イベント 

（来校型） 

8 月 15 日（月）

～19 日（金） 

・スキルラボセンター・シミュレータ体験＆

研究室見学ツアー 

（申込者 216 名、参加者 202 名） 

医学部 

GU’DAY2022 

医学部保健学

科 イ ベ ン ト

（WEB） 

7 月 21 日

(木）・25 日

（月）・8 月 1

日（月） 

Zoom 授業体験 

（3 つの Zoom 授業体験 平均 41 名程度の参

加） 

医学部 

GU’DAY2022 

医学部保健学

科イベント 

（来校型） 

8 月 9 日（火）、 

10 日（水） 

・キャンパスツアー 

・Q&A 

（申込者 537 名、参加者 488 名） 

医学部 

GU’DAY2022 

理工学部イベ

ント（WEB） 

7月30日（土）、

31 日（日） 

Zoom 授業体験 

（4つのZoom授業体験 平均70名程の参加） 
理工学部 

GU’DAY2022 

理工学部イベ

ント（来校型） 8月27日（土）、

28 日（日） 

・キャンパスツアー 

・実験教室 

・保護者説明会 

・電動バス外周ツアー 

（申込者528名、コロナ禍のため抽選の上269

名参加 

理工学部 

 

 

3-2,主に高校（教員）を対象 

種別 開催日 内容 対応・実施者 

高校訪問 

（詳細別別紙２） 通年 

主に進路担当教員を対象、16 校 

（2021 年度 38 校、2020 年度 67 校） 

※2021 年度から AC のみで実施 

アドミッショ

ンセンター 

進学相談会 

5 月 29 日（日） 

大学入試改革シンポジウム in 富山 

高校向け進学相談会 

富山県の高校 1 校参加 

アドミッショ

ンセンター 

学生受入課 

入試説明会 

6 月 24 日（金） 

本学主催オンライン入試説明会 

過去 3 年で志願実績のある高校約 1200 校に

周知し、79 校参加 

（2021 年度 74 校、2020 年度 40 校） 

アドミッショ

ンセンター 

学生受入課 

本学入試情報

公開 7 月 7 日（火） 

高校教員向け入試資料等を本学 web 公開 

過去 3 年に志願実績のある高校約 1200 校へ

案内通知 

アドミッショ

ンセンター 

学生受入課 

入試説明会 

8 月 16 日（火） 

東京・多摩地区高校向けオンライン入試説明

会 

都立高校中心に 39 校参加 

アドミッショ

ンセンター 

入試説明会 
12月23日（金） 

静岡向けオンライン入試説明会 

静岡県の高校 20 校参加 
アドミッショ

ンセンター 
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3-3,情報の発信、送付 

実施日 内容 対象 対応 

通年 

 

オンライン入試説明会、オ

ープンキャンパス、学生募

集要項公表等の情報をメー

ルで随時送信 

高校訪問等の現場で名刺交換

した高校教員約 180 名 

アドミッション

センター 

通年 

オープンキャンパス、選抜

要項公表、学生募集要項公

表等の情報をメールで直接

随時送信 

6 月 24 日のオンライン入試説

明会に参加した高校 79 校 

アドミッション

センター 

通年 

「高大コネクトサービス」

で、オンライン入試説明会、

オープンキャンパス、学生

募集要項公表等の情報を随

時配信 

過去 3 年間で志願実績のある

高校約 1200 校 

アドミッション

センター 

通年 

オープンキャンパス、学生

募集要項公表等の情報を理

工学部公式 LINE で送信 

理工学部公式LINE友達登録済 

465 アカウント 
理工学部 

4 月 群馬大学案内 2023 の送付 
過去 3 年で志願実績のある高

校約 1200 校の進路担当教員 

アドミッション

センター 

7 月 
オープンキャパス

GU’DAY2022 告知 DM 

「スタディサプリ進路」登録

者に向け、GU’DAY2022 の告知

（配信範囲 関東エリア 1 都 6

県、高 1～3、男女、4 年生大

学志望者） 

偏差値帯で高校を選別し、約

7000 通配信 

総務課 

1 月 
フロムページ「入試直前激

励号」チラシ同梱 

首都圏エリア（東京、埼玉、

神奈川、千葉）の高校３年生

及び高卒生 86,000 名へ発送 

理工学部 

1 月 
フロムページ「入試直前激

励号」広告掲載 

全国の高校３年生及び高卒生

を対象に、40 万部を発送 
理工学部 

 

 

3-4,有料広告案件 

実施日 媒体名 内容 規格・部数等 対応 

4 月１日～ 

（2021 年度

から契約更

新） 

JR 桐生駅電
照看板 

理工学部改組紹
介 

JR 桐生駅に電照看板設置 理工学部 

4 月 1 日～ 

（2021 年度

から契約更

新） 

太田駅電照
看板 

理工学部改組紹
介 

太田駅に電照看板設置 理工学部 

7 月 

生活情報誌
桐生みどり
フリモ 
7 月号 

オープンキャパ
ス GU’DAY2022
告知 
（理工学部イベ
ント含む） 

50,000 部発行 

世帯ｶﾊﾞｰ率 70% 
理工学部 



147 

資料編 

実施日 媒体名 内容 規格・部数等 対応 

10月 1日（金） 

長野県民新

聞別冊（「近

隣県の大学

特集」） 

大学概要、SNS

等の紹介 

・発行部数 4 万部 

・長野県の全高校 2、3年生に、

高校を通して直接配布 

アドミッショ

ンセンター 

※大学説明会、模擬授業等の件数はデータブレイン「高校アプローチ管理」から集計（延べ数） 
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7.1.23 資料 4-2：2022 年度 高大連携まとめ 

2022 年度 高大連携まとめ 

 

アドミッションセンター

1,＜前提として＞ 

高大連携の考え方 

1-1. 高大連携とは？

高大連携とは広義にとらえると「大学が高校との接点を有するすべての活動」であり、この場合は学生

募集広報も含まれる。狭義にとらえる場合は、①「高校発の高大連携プログラムに大学として対応してい

くタイプ」、②「大学発の高大連携プログラムに高校側を応じさせていくタイプ」が考えられる。①には

例えば「総合的な探究の時間」にかかわる高校からの要望に応えること、②には例えば総合型選抜につな

げる入試設計やアドミッションセンターが提供する模擬授業などが含まれる。 

1-2.本学の高大連携におけるスタンス

本学としてはマンパワーや予算などを勘案し、当面は狭義のスタンスで高大連携をとらえ、文部科学省

や高校の動向を踏まえた上で柔軟に対応していきたい。 

2,＜2022 年度の高大連携について総括＞ 

◇2021 年度に比べ、2022 年度は探究の時間に関する依頼が大幅に増加した。

（依頼高校数 5 校⇒9校、大学教員インタビュー件数 19 件⇒39 件） 

◇全学の方針や作業フローを策定したことで、対応がスムーズかつ効率的になった。

◇高校から依頼を受ける際にまず担当教諭と面談をするようにしたことで、高校の依頼を単に受けるだ

けでなく大学側の意見を伝える場を設けた。

3,＜具体的な施策＞ 

3-1. 高校からの依頼相談対応

日付 高校名 相談内容 対応者 

7 月 14 日 群馬県立太田高校 大学教員へのインタビューについて 富山、宮本、飯塚 

7 月 15 日 群馬県立富岡高校 中間報告会への大学教員派遣について 富山、宮本、飯塚 

8 月 31 日 明和県央高校 
高校における探究活動の内容、次年度の協力

について 
富山、飯塚 

2 月 2日 樹徳高校 
模擬授業実施、大学教員へのインタビュー、

学生及び教員の派遣について 
富山、宮本、飯塚 
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3-2. 大学生の高校への派遣 

 総合的な探究の時間に本学の学生が参加し、高校生の探究活動に対する指導助言を行うもの。 

高校名 内容 参加学生 

群馬県立高崎北高校 
授業（年 4回）と中間報告会における生徒へ

の指導助言 
2 名 

群馬県立高崎女子高校 探究活動発表会での講評 
鳥羽虹帆（共同教育 3年） 

清水もも花（理工 3年） 

 

3-3. 大学教員へのインタビュー 

 高校生が自身の探究活動について大学教員にインタビューを行うもの。（詳細は別紙１のとおり） 

高校名 
群馬県立太田高校、群馬県立高崎北高校、群馬県立高碕女子高校、 

群馬県立中央中等教育学校、高崎経済大学附属高校、札幌開成中等教育学校 

依頼件数 

（うち対応件数） 

※詳細は別紙参照 

共同教育 8（6） 

情報 8（8） 

医学 7（5） 

保健 4（3） 

理工 11（11） 

次世代モビリティ 1（1） 

 

3-4. 大学教員の派遣 

 総合的な探究の時間（SSH 含む）に本学の教員が参加し、高校生の探究活動に対する指導助言を行う。 

高校名 実施内容 対応教員 学部等 

市立太田高校 講義 荒木幹也、板橋英之、黒田真一 理工 

群馬県立 

太田工業高校 

生徒の課題探究活動に対す

るアドバイス 2件 
茂木和弘 理工 

群馬県立桐生高校 

各種講義演習、探究テーマ

についての指導助言、校内

発表会における指導講評等 

13 件 

 

 

 

群大桐高科学教育検討会 

 

SSH 運営指導委員 

日置英彰（教）、 

海野雅史、天谷賢児、天羽雅昭、石間経章、金井昌

信、高橋学、田中勇樹、中沢信明、野田玲治、茂木和

弘、本島邦之、山田功、山延健、弓仲康史、吉原利忠

（理）、 

大澤研二（名誉教授・理） 

 

天羽雅昭、奥津哲夫、園山正史、松原雅昭（理） 

 

村上正巳（医） 

教育 

医学 

理工 

群馬県立 

桐生工業高校 
専門学科講師による講義 山田功（理） 理工 
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高校名 実施内容 対応教員 学部等 

群馬県立高崎高校 

専門講座 

社会人講師授業 

 

SSH 運営指導委員 

片山佳代子（情）、青木悠樹（数）、中村賢治（数）、 

徳江浩之（医） 

 

板橋英之（理・AC）、栗原淳一（教・AC） 

教育 

情報 

医 

理工 

数理 C 

AC 

群馬県立 

高崎女子高校 

探究活動発表会における指

導講評 
栗原淳一（教・AC）、弓仲康史（理） 

教育 

理工 

AC 

群馬県立 

中央中等教育学校 

課題研究発表会での指導講

評 
杉山学（情） 情報 

群馬県立富岡高校 
探究活動発表会における指

導講評 2件 

板橋英之（理・AC）、富山慶典（AC）、山田敏幸

（教）、弓仲康史（理）、中沢信明（理）、田中勇樹

（理） 

教育 

理工 

AC 

群馬県立前橋高校 

講義、見学、交流会、探究

活動発表会における指導講

評 4件 

 

SSH 運営指導委員 

板橋英之（理・AC）、天羽雅昭（理）、尾崎純一

（理）、弓仲康史（理）、青木悠樹（数） 

 

 

日置英彰（教）、鯉渕典之（医）、中村洋介（理） 

教育 

医 

理工 

数理 C 

AC 

群馬県立 

前橋女子高校 

探究活動発表会における指

導講評、SSH 運営指導委員 
太田直哉（情）、佐野史（教） 

教育 

情報 

 

3-5. アドミッションセンターが提供する模擬授業 

 樹徳高校から「探究テーマを決めるための授業」の実施について相談があり、現在対応中。 

 

 

4,＜参考＞（対応フローチャート）  

4-1. 大学生の高校への派遣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校へ「学生周知用 

チラシ」の作成を依頼 
協力を希望する学生は 

直接高校に申込み 

・依頼元高校の OBOG および学

生広報大使宛にメールにて募

集を周知 

・教務システムに掲示 
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4-2. 大学教員へのインタビュー 

 

 

 

 

 

 

 

4-3. 大学教員の派遣 

 4-3-1. 専門性について希望がある場合 

 

 

 

 

 

 

 4-3-2. 専門性等について希望が無い場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校へ「インタビュ

ー依頼書様式」の 

作成を依頼 

提出されたインタビュ

ー依頼書の内容を確認 

必要に応じ修正依頼 

指名のあった

大学教員へ 

協力伺い 

インタビュー 

実施 

お断り 

もしくは 

再調整 

高大連携・学生募集広報委員

会委員に、学部での教員調整

を依頼 

高校へ派遣教員の連絡 

以後、AC が高校と大学教員の 

連絡調整 

大学教員が指定の日時に

高校等を訪問し、 

依頼内容を実施 

AC 教職員で対応 

必要に応じて、高大連携・学

生募集広報委員会委員に学部

での教員調整を依頼 

以後の流れは 3-3-1 と同じ 
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7.1.24 資料 4-3：「夢ナビライブ 2022Web in Summer」参加報告（アドミッションセンタ

ー高大連携・学生募集広報委員会（令和４（2022）年９月 13 日開催）【資料 5-1】） 
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7.1.25 資料 4-4：「夢ナビライブ 2022Web in Autumn」参加報告（アドミッションセンタ

ー高大連携・学生募集広報委員会（令和４（2022）年 11 月 16 日開催）【資料 4-1】） 
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7.1.26 資料 5-1-1：令和４年度 荒牧・昭和地区学生定期健康診断日程表 
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7.1.27 資料 5-1-2：令和４年度 桐生地区学生定期健康診断日程表 
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7.1.28 資料 5-2-1：令和４年度 学生定期健康診断受検状況（荒牧・昭和地区） 

胸部Ｘ線撮影

受検者数 受検率 受検者数 受検率 受検者数 受検率

3,344 2,941 87.9% 2,841 85.0% 2,932 87.7%

421 125 29.7% 121 28.7% 124 29.5%

3,765 3,066 81.4% 2,962 78.7% 3,056 81.2%

対象者数は令和４年４月１日現在の学生数とし休学者は除いた。
受検率は小数点第二位を四捨五入
上記の他に、下記の２０名が受検した。
　教育学部特別聴講学生２名、　社会情報学部研究生１名・特別聴講学生２名、医学部研究生１名
　理工学部１４名【２年７名、４年３名、大学院理工学府１年１名、大学院理工学府２年３名】

今年度は、新型コロナウイルス感染防止のため、身体測定、視力測定は自己申告とした。

＜学部学生＞

胸部Ｘ線撮影

受検者数 受検率 受検者数 受検率 受検者数 受検率

１年 203 203 100% 201 99.0% 203 100%
２年 200 164 82.0% 155 77.5% 163 81.5%
３年 202 179 88.6% 171 84.7% 179 88.6%
４年 236 189 80.1% 177 75.0% 189 80.1%

841 735 87.4% 704 83.7% 734 87.3%
１年 171 167 97.7% 167 97.7% 165 96.5%
２年 182 138 75.8% 132 72.5% 138 75.8%
３年 120 91 75.8% 84 70.0% 91 75.8%
４年 128 95 74.2% 92 71.9% 95 74.2%

601 491 81.7% 475 79.0% 489 81.4%
１年 122 117 95.9% 112 91.8% 117 95.9%
２年 136 117 86.0% 112 82.4% 117 86.0%
３年 127 94 74.0% 89 70.1% 94 74.0%
４年 113 80 70.8% 71 62.8% 80 70.8%
５年 128 120 93.8% 116 90.6% 118 92.2%
６年 131 117 89.3% 108 82.4% 115 87.8%
合計 757 645 85.2% 608 80.3% 641 84.7%
１年 163 158 96.9% 158 96.9% 158 96.9%
２年 159 142 89.3% 133 83.6% 142 89.3%
３年 163 145 89.0% 140 85.9% 145 89.0%
４年 159 152 95.6% 150 94.3% 151 95.0%
合計 644 597 92.7% 581 90.2% 596 92.5%

1,401 1,242 88.7% 1,189 84.9% 1,237 88.3%
１年 501 473 94.4% 473 94.4% 472 94.2%

3,344 2,941 87.9% 2,841 85.0% 2,932 87.7%

胸部Ｘ線撮影

受検者数 受検率 受検者数 受検率 受検者数 受検率

１年 22 5 22.7% 5 22.7% 5 22.7%
２年 20 0 0% 0 0% 0 0%

6 3 50.0% 3 50.0% 3 50.0%

48 8 16.7% 8 16.7% 8 16.7%
１年 16 12 75.0% 12 75% 12 75.0%
２年 15 6 40.0% 6 40.0% 5 33.3%

31 18 58.1% 18 58.1% 17 54.8%
１年 11 9 81.8% 9 81.8% 9 81.8%
２年 9 6 66.7% 6 66.7% 6 66.7%
１年 37 11 29.7% 9 24.3% 11 29.7%
２年 34 8 23.5% 8 23.5% 8 23.5%
３年 44 8 18.2% 8 18.2% 8 18.2%
４年 88 16 18.2% 15 17.0% 16 18.2%

223 58 26.0% 55 24.7% 58 26.0%
１年 37 22 59.5% 21 56.8% 22 59.5%
２年 49 15 30.6% 15 30.6% 15 30.6%
１年 11 2 18.2% 2 18.2% 2 18.2%
２年 8 1 12.5% 1 12.5% 1 12.5%
３年 14 1 7.1% 1 7.1% 1 7.1%

119 41 34.5% 40 33.6% 41 34.5%

342 99 28.9% 95 27.8% 99 28.9%

421 125 29.7% 121 28.7% 124 29.5%

医学科

保健学科

合   計

対象者数
血圧測定 尿検査

血圧測定 尿検査

学　部　合　計

大 学 院 等 の 合 計

大 学 院 の 合 計

合　　　　計

対象者数

理　　工    学    部

学　部　合　計

＜大学院学生＞

共　同　教  育  学  部 

教  育  学  部 

情 報 学 部

社 会 情 報 学 部

医  学  部

合　　計

社会情報学研究科
修士課程

合　　計

対象者数
血圧測定

合   計

尿検査

合　　　　計

教育学研究科

教育学部特別支援教育特別専攻科

医学研究科

医
科
学
専
攻

修士課程

博士課程

合　　計

保
健
学
専
攻

博士前期課程

博士後期課程

合　　計

合　　　　計
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7.1.29 資料 5-2-2：令和４年度 学生定期健康診断受検状況（桐生地区） 
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7.1.30 資料 5-3：令和４年度 学生定期健康診断結果 

受検者数

数人 数 数％  数 数％  数 数％  数 ％  数 ％

共同教育・教育学部 743 15 2.0% 67 9.0% 571 76.9% 77 10.4% 13 1.7%
情報・社会情報学部 509 21 4.1% 50 9.8% 397 78.0% 33 6.5% 8 1.6%

医  学  部 1,341 22 1.6% 125 9.3% 1,089 81.2% 93 6.9% 12 0.9%
理 工 学 部 473 18 3.8% 61 12.9% 359 75.9% 27 5.7% 8 1.7%

合  計 3,066 76 2.5% 303 9.9% 2,416 78.8% 230 7.5% 41 1.3%

１）一次検査

受検者数

数人 数 ％  数 ％

共同教育・教育学部 743 735 98.9% 8 1.1%
情報・社会情報学部 509 505 99.2% 4 0.8%

医  学  部 1,341 1,336 99.6% 5 0.4%
理 工 学 部 473 466 98.5% 7 1.5%

合  計 3,066 3,042 99.2% 24 0.8%

２）二次検査

対象者数

共同教育・教育学部 8 7888
情報・社会情報学部 4 3444

医  学  部 5 5555
理 工 学 部 77 777

合  計 24 222 02

１）一次検査

受検者数

陽性者数 ％ 蛋白 潜血 蛋白・潜血 潜血・糖 糖

共同教育・教育学部 712 14 2.0% 1 11 011
情報・社会情報学部 493 9 %1.8 0%%%%

医  学  部 1,284 28 2.2% 1 2222 4
理 工 学 部 473 13 2.7% 1 111 01

合  計 2,962 64 2.2% 3 35 433

２）二次検査

対象者数 結果報告

なし

共同教育・教育学部 14 111111111 0 糖尿病１名

情報・社会情報学部 99 89999999
医  学  部 28 1211111 011

理 工 学 部 31 833333333
合  計 64 84 08888888

受検者数 結果報告

人 数 ％ なし

共同教育・教育学部 742 4 %0.5%%% 0
情報・社会情報学部 506 2 %0.4%%% 0

医  学  部 1,336 15 1.1% 222 7
理 工 学 部 472 2 %0.4%%% 0

合  計 3,056 23 0.8% 2 12 0 9

受検者数

人 数 ％

共同教育・教育学部 59 1 %1.7%% 1
情報・社会情報学部 25 0 %0%% 0

医  学  部 71 2 %2.8 1%%
理 工 学 部 11 0 %0 0%%

合  計 166 3 1.8% 2 1 0

医療機関紹介結果

異常なし 経過観察 要治療

令和４年度 学生定期健康診断結果

※新型コロナウイルス感染症の影響で、健診項目の身体測定と視力測定は自己申告、内科診察はこれまで異常を指摘されたことが
ある学生のみとした。

（１）身体測定

陽性項目内訳

結　　　　果 医療機関紹介結果

備　考

結　　　　　　　果

やせ 正常 肥満

BMI 17.0以下 BMI 17.1～18.4 BMI 18.5～24.9 BMI 25.0～29.9 BMI 30.0以上

（２）血圧測定

結　　果

（５）内科診察

結　　　　　　　果

正常血圧 高血圧疑い

結　　　　　果

正常血圧 経過観察
医療機関

紹介
未受検

医療機関紹介結果

備考

脊柱側弯症４名

脊柱側弯症２名

脊柱側弯症１２名

脊柱側弯症２名

心雑音

要　精　検

異常なし 経過観察 要治療

異常なし 経過観察 要治療

（４）胸部Ｘ線間接撮影検査

異常なし 蛋白陽性 潜血陽性 糖陽性 未受検

（３）尿検査



161 

資料編 

7.1.31 資料 5-4：令和４年度 精神保健調査結果 

（１）新入生の精神保健調査

対象学生数

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

共同教育学部 200 6 3.0% 1 1 0 0 0 8 4.0% 4 2.1%

情報学部 190 1 0.5% 0 0 0 0 0 9 4.5% 1 0.8%

医  学  部 281 3 1.1% 3 1 1 1 0 9 3.0% 7 2.5%

理 工 学 部 514 12 2.3% 3 1 0 0 2 21 4.2% 18 3.2%

合　　計 1,185 22 1.9% 7 3 1 1 2 47 3.9% 30 2.6%
※これまでに精神科、心療内科、神経科に通院歴あり：56名（4.7％）

（２）在学生の精神保健調査

対象学生数

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

共同教育・教育学部 586 22 3.8% 10 4 3 0 0 1 1 0 17(2) 2.6% 15 2.6%
情報・社会情報学部 408 6(1) 1.5% 2 0 1 1 0 0 0 0 7 2.5% 5 2.2%

医  学  部 1,091 9 0.8% 3 0 0 1 1 0 0 1 11 1.0% 8 0.8%

理 工 学 部 1,775 38(9) 2.1% 7 3 2 1 1 0 0 0 46(3) 2.5% 28(2) 1.8%

合　　計 3,860 75(10) 1.9% 22 7 6 3 2 1 1 1 81(5) 2.1% 56(2) 1.7%
注：（　）は、通院中またはカウンセリング中にて、面接を除外した学生数で内数
※これまでに精神科、心療内科、神経科に通院歴あり：319名（8.3％）

令和２年度

結　　　果 要　面　接

令和２年度

令和４年度　精神保健調査結果

要　面　接 面接をうけ
た

学生数

結　　　果

随時の相談
を推奨

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ
継続

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ
継続および
学生支援

センター紹介

通院中

要　面　接 面接をうけ
た

学生数
随時の相談

を推奨
ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ

継続

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ
継続および
学生支援

センター紹介

要　面　接

令和３年度

学生支援
センター

紹介

医療機
関

紹介

令和３年度ｶｳﾝｾﾘﾝ
ｸﾞ

継続および
医療機関

通院中

学生健康診断予約時に学生健康診断予約時に入入力した力した「「メメンタルヘンタルヘルス質ルス質問票」問票」をを基基にに要要面面接学生接学生をを抽出し、セン抽出し、センターター常勤医常勤医師が面師が面接を接を行っ行ったた。。（（対対象学生象学生は、は、

質問票に質問票に入力した入力した学生とした学生とした。）。）

昨年まで学生健康診断時に提出した「健康状態記録票」内の「メンタルヘルス質問票」を基に要面接者を抽出していたが、今年度よ

りオンラインでの回答とし、回答データを基に要面接者を抽出し、センター常勤医師が面接を行った。 （対象学生は、各学部の１年生

とし、編入生（社会情報学部・医学部・理工学部）を含めた。）

（３） 追記

質問内容

平成２９年度から、新入生用と在学生用の違いをなくし、３３項目版に一本化して、抑うつ状態、気分変調、精神病像、食行動異常、生活支障度、

相談希望、既往歴等をスクリーニングしている。

結果の分析

対象学生数は、新入生（1,185名；前年1,203名），在学生（3,860名；前年3,892名）である。コロナ禍が進む中、一昨年からWEB上での問診票回答

へと変更しており、一昨年は全学生数の2/3の回答率であったが、昨年、今年と若干、回答数が増えている。それでも従来の紙媒体のときと比べ

て回答率は低いため、今後はより積極的に回答を呼びかけていく予定である。要面接者（スクリーニング陽性者）の割合は，新入生は従来の１％

台から昨年には3.9％と急増したが、今年度はほぼ例年並みの水準に戻りつつある（４７名→２２名）。在学生はあまり変わらず、２％前後で推移

して来ている（８１名→７５名）。健診実施時点ではコロナ禍の先行きが不透明で、新入生と在学生ともにメンタルヘルス不調者が従前から比べて

やや高止まり傾向となっていることが推察される。実際に面接を受けた者は、新入生は14名から７名と半減していたが，在学生は１８名から２２名

と微増していた。一方、「これまでに精神科、心療内科、神経科に通院歴のあるもの」の人数は、新入生では56名（4.7％）と、昨年度一度減少して

いた（４６名、３．８％）ものが再び増加に転じており、在学生については、通院歴のあるものは今年度は319名（8.3％）と、引き続きの増加傾向に

ある（昨年度は２９８名、７．7％）。数年前に比べると倍以上に増加してきており、このように年々、通院経験のある学生の学内比率が増加してい

るところから、学外の専門医療機関と連携しながら、学内におけるメンタルヘルス支援体制の拡充を進めていく必要性が今まで以上に高まってい

る。面接結果について、新入生・在学生ともに全員何らかの対応を必要としており、カウンセリング業務の維持あるいは拡充の必要性が、引き続

き認められた。コロナ禍によりリモート面談が多かったという事情があるが、この数年の経過を見ても面接を受けたものの中で「問題なし」とされる

ものが減少して来ており、面談後の経過観察が必要と判断されるケースに加え、学生自らがカウンセリングを希望するケースも増えている。ま

た、この数年、障害学生サポートルームと共同して支援にあたる学生への対応が増加している。今後もメンタルヘルス不調や発達障害などの治

療を継続しながら修学をする学生へのサポート体制の強化も同時に必要となると考えられる。

コロナ禍の今後の動向は不明であるが、対面授業の実施や課外活動の条件付き再開など、本来の学生生活に戻していくという文科省の方針の

下、実際に学内で増加を続けているメンタルヘルス不調学生への現場対応のニーズが、さらに高まってくることが予測される。
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7.1.32 資料 5-5：令和４年度 新入生の「学校生活に関する困りごと調査」結果 

人数 ％ 問題なし
随時の相談を

推奨
カウンセリング

継続

学生支援センターで
継続対応

（障害学生サポートルーム紹介）

医療機
関

紹介

共同教育学部 76 6（1） 7.9% 2 0 1 1 0 0

情 報 学 部 99 4 4.0% 2 0 0 1 0 1

医  学  部 166 6 3.6% 2 0 2 0 0 0

理 工 学 部 262 19（1） 7.3% 9 0 5 3 1 0

合　　計 603 35（2） 5.8% 15 0 8 5 1 1

※（　）は、カウンセリング中または障害学生サポートルームにて継続対応のため、面接を除外した学生数で内数

※「新入生の精神保健調査」との関連

共同教育学部

社会情報学部

医  学  部

理 工 学 部

合　　計

※「学校生活に関する困りごとについて」の相談希望の有無別結果

問題なし
随時の相談を

推奨
カウンセリング

継続

学生支援センターで
継続対応

（障害学生サポートルーム紹介）

医療機
関

紹介

2 0 1 0 1 0

12 0 7 4 0 1

1 0 0 1 0 0

※「その他について」の相談の有無別結果

問題なし
随時の相談を

推奨
カウンセリング

継続

学生支援センターで
継続対応

（障害学生サポートルーム紹介）

医療機
関

紹介

3 0 1 1 1 0

08 4 3 0 1

4 0 3 1 0 0

○を記入
面接を
うけた
学生数

結　　　果

面接を
うけた
学生数

結　　　果

○を記入

「新入生の精神保健調査」
においても

要面接と判断された学生
数

319

6 0

6 0

4 0

35 3

相談希望あり 2

相談希望なし 17（1）

回答
学生数

要　面　接

面接をうけた
学生数

結　　　果

「学校生活に関する
困りごと調査」
要面接者数

相談希望あり 3（1）

相談を迷っている 15

相談を迷っている 32（2）

相談希望なし 1

令和４年度　新入生の「学校生活に関する困りごと調査」結果

何らかの困りごとを抱え、修学や生活面に支障が出ている学生を支援につなぐきっかけにするため、平成28年より、新入生（各

学部新入生対象で、大学院入学生、特別支援教育特別専攻科、編入生は除く）のための「学校生活に関する困りごと調査」を実施

している。実施時期は10月で、１年生全員が受講する講義内で周知し、結果の入力は、アンケート形式で調査を行なっている。結

果から、困りごとの度合いを得点化し、一定の得点以上の学生に対して、面談希望の有無を確認した上で、センター講師（医師）が

面談を担当し、必要に応じて外部医療機関やカウンセリングについて検討しつつ、担当教員や学生支援センターや障がい学生サ

ポートルームの専門スタッフと連携し、学生の困りごとの解決に取り組みながら必要な支援の継続を目指している。特に「相談を希

望する」「相談をすべきか困っている」に回答した学生全員に対して、早期に声をかけ、抱える問題の把握に努めている。

新型コロナウイルス感染症予防対策として、オンライン授業に移行した時期から、配布して記入する調査形式から、Google Form
を利用した形式を採用した。調査結果の概要は以下に示した通りである。オンラインによる調査に変更したことで、記入してその場

で回収する調査に比べて、回答率は52.0％に低下しているため、今後は、回答率を上げるためにも、周知方法についての工夫が

必要であると考えている。
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7.1.33 資料 5-6：令和４年度 学生特殊健康診断結果 
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7.1.34 資料 5-7：令和４年度 外国人留学生特別健康診断結果 

資料5-7

令和４年度　外国人留学生特別健康診断結果

　例年秋入学時期に合わせて、検査を実施してきたが、平成３１年４月に入学した学生で７
月に感染性肺結核を発症し、入院加療が必要になった事案が発生したことから、入学後すぐ
に、胸部レントゲン検査を実施していく方針に決定した。また、令和２年度より新型コロナウイ
ルス感染症予防の観点から、血液検査は実施せず、胸部レントゲン検査のみを実施してい
る。

１．受検状況

人数 ％

共同教育・教育学部 11 11 100%
情報・社会情報学部 13 12 92.3%

医　学　部 13 13 100%
理　工　学　部 53 40 75.5%

合　　　計 90 76 84.4%
対象者：前年度の留学生健診以降に入学し、４月の学生定期健康診断（胸部レントゲン検査）を受検していな
い外国人留学生

２．胸部レントゲン検査結果

数人 数％数 ％ 正常
肺結核
として
治療

経過
観察

共同教育・教育学部 11 10 90.9% 1 9.1% 100
情報・社会情報学部 12 12 100% 0 0% 000

医　学　部 13 13 100% 0 0% 00 0
理　工　学　部 40 40 100% 0 0% 000

合　　　計 76 75 98.7% 1 1.3% 000

３．メンタルヘルス質問票による精神保健調査

数人 数％数 ％
問題
なし

随時の
相談を
推奨

継続
カウンセ
リング

医療機
関紹介

教育学部 11 8 72.7% 3 27.3% 000 3
社会情報学部 12 10 83.3% 2 16.7% 000 2

医　学　部 13 11 84.6% 2 15.4% 000 2
理　工　学　部 40 40 100% 0 0% 000 0

合　　　計 76 69 90.8% 7 9.2% 7000

対象者数
受検者

受検者数

異常なし 要精検 医療機関紹介結果

受検者数

問題なし 要面接者数 面談結果



165 

資料編 

7.1.35 資料 5-8：令和４年度 健康支援総合センター利用状況 
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7.1.36 資料 5-9：令和４年度 健康相談の対応内容 
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7.1.37 資料 5-10：令和４年度 こころの健康相談者数 

28 37

23

42 49

12 13

13 21
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7.1.38 資料 5-11：令和４年度 公認心理師による心理カウンセリング報告 

１．学生
カウンセリング人数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

荒牧地区 25 33 34 25 25 28 28 36 25 25 25 23 332

桐生地区 222 122222222 23

合　計 27 34 36 27 26 30 30 40 28 26 26 25 355

カウンセリング回数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

荒牧地区 38 50 59 40 35 43 41 57 43 44 34 31 515

桐生地区 222 3222 2122 72 54

合　計 40 53 67 48 38 45 46 69 50 45 35 33 569

カウンセリング動機内訳

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

心理性格 21 26 40 31 17 28 22 37 31 25 20 22 320

対人関係 00000000000 0 18

心体の不調 10 17 12 519 11 71 81 31 11 7 2 142

修学 9 111 911 17 17 1111 9 121

その他 13 17 9199 89 31 733 10 123

合　計 53 71 83 58 49 57 63 89 65 53 44 39 724

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

※キャンパスソーシャル・ケースワーカー：業務内容にカウンセリング業務も追加

カウンセリング動機内訳は複数の場合あり

２．カウンセラー配置状況

荒牧地区 桐生地区

面接時間 カウンセラー 面接時間 カウンセラー

10:00-17:00 内山　知子

10:00～15:00 内山　知子 (9:00～12:00） （酒井　晃洋※）

12:00～17:00 金子　美咲
13:00-17:00

【隔週】
川合　利恵

10:00～15:00 内山　知子 12:00～16:00 諸星　聡美

12:00～17:00 金子　美咲
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7.1.39 資料 5-12：令和４年度 疾病領域別利用者数 
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7.1.40 資料 5-13：令和４年度 診療科別医療機関紹介件数 
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7.1.41 資料 5-14：令和４年度 薬剤別処方日数 
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7.1.42 資料 5-15：令和４年度 桐生地区・保健室利用状況 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

87 104 49 139 146 68 38 106 103 104 14 17 975

31 15 14 42 44 20 10 34 40 39 3 7 299

118 119 63 181 190 88 48 140 143 143 17 24 1274

12 6 11 25 18 01 9 12 4144 3 129

130 125 74 206 208 98 57 152 157 146 20 30 1403

利用件数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

116 111 48 186 204 91 44 129 131 126 17 24 1,227

2222 322 313 833 56

000000 0000000

00000000000 1 21

12 10 16 212 0222 71 17 96

130 125 74 206 208 98 57 152 157 146 20 30 1,403

※ 「こころの健康相談」は、桐生キャンパスにおいて対面で実施した数を集計

利用内訳

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

82 84 35 183 204 81 35 117 123 121 13 21 1,099

10 020000 500000 52

616 0666666666 26

44444444444 5 26

000000000000 0

33333333333 2 18

0111111111111

0000000 000000

222222 3 31333 8 56

118 114 56 194 207 93 49 142 139 127 18 26 1283

※ 「こころの健康相談」は、桐生キャンパスにおいて対面で実施した数を集計

令和４年度　理工学部保健室（桐生地区）利用状況

外　傷　処　置

検　査

合計

からだの健康相談

こころの健康相談

学生教育研究災害傷害保険関係

健康診断書発行

キャンパスソーシャル・ケースワーカー関係

か
ら
だ
の
健
康
相
談

休養ベッド使用

保健用器具貸し出し

医 療 機 関 紹 介

救　急　転　送

利用者数

合　　　　　計

学部生

大学院生

学生合計

教職員

合　　計

相談のみ（助言・指導）

医師

カウンセラー

こころの
健康相談
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7.1.43 資料 5-16：令和４年度 昭和地区・学生健康相談室利用状況 
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7.1.44 資料 5-17：令和４年度 キャンパスソーシャル・ケースワーカー業務について 

実施キャンパス 学　部 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

共同教育学部 00000000000 00

情報学部 0000000000 000

医学部 00 00000000000

理工学部 0 000000000000

共同教育学部 0 000000000000

情報学部 000000000000 0

医学部 000000000000 0

理工学部 00000000000 1 15

00000000000 1 18

※対象学生の例

　①欠席調査結果における面接対象者であり、教職員からの頻繁な連絡にも関わらず連絡が不能である状態

　②欠席調査結果における面接対象者ではないが、教職員からの頻繁な連絡にも関わらず連絡が不能である状態

　③無届けで長期に授業等を欠席している状態

※業務内容の例

　①当該学生に対しメール及び電話、郵送などにより、担当教官等に連絡を取るよう促すこと

　②当該学生に対し、大学での支援体制（障害学生サポートルーム、学習支援、キャリアサポートなど）を説明し、利用を勧める

　③メンタルヘルスに問題を抱えている可能性がある学生に対しては、健康支援総合センターの受診を促す

荒牧・昭和地区

桐生地区

合　　計

令和4年度キャンパスソーシャル・ケースワーカー業務について

　学生が修学から離脱することを防止し、円滑な学生生活がおこなえるようにすることを目的とし、臨床心理士の資格を有するキャン 
パスソーシャルケースワーカーを配置した。教職員からの依頼に応じて、健康支援総合センターの医師や保護者とも連携して業務 
を行っている。
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7.1.45 資料 6-1：教学 IR レター vol.5 
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7.1.46 資料 6-2：群馬大学全学学習ふりかえりアンケート調査集計表 
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7.1.47 資料 6-3：群馬大学全学卒業時アンケート調査集計表 
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7.1.48 資料 6-4：群馬大学大学院全学修了時アンケート調査 集計表 
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7.1.49 資料 6-5：大学教育センター学部教務委員会提出資料「2022 年度末実施各種学

生アンケート結果のポイント」 
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7.1.50 資料 6-6：第 14 回全学ＦＤ連続講演会「大学教育のグランドデザイン」開催案

内 



232 

資料編 

7.1.51 資料 6-7：教育改革推進室監修・群馬大学演劇部製作動画「徹底解説‼正しいレ

ポートの書き方」 




